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序 に か え て

去る 7月 モスコーで開催された,国際捕鯨委員会第 7回会議に,ソ連は

多くの資料を提供した。このようなことは,未だ嘗つてなかつたことで,今

回が初めてである。提供された資料は,鯨一般に関するもの,南 ,K洋の鯨に

関するもの及び極東の鯨に関するもの等である。この外に私は,個人的に,

論文の別刷等もたくさん貰つて来た。

これらは,何れも,われわれに非常に参考になるが,特に,エ ム・エム・ス

レプツォーフ博士の「極東海域における鯨の生態と捕鯨業」は,われわれの

必読の書と思われる。これによつて,ソ連が極東において,ど のような調査

を行つているか ,又得た結果をどのように解釈しているか等を うかがい知る

ことが出来る。著者スレプツォーフ博士は,7月 の会議にも,ソ連代表の 1人

として出席し,科学分科委員会において,騒々重要な発言を行つていた。叉

私のソ連滞在中,最 も多く話合をもつ機会を得た人である。戦前は ,モ スコ

ー大学比較解剖学研究室におられたが ,現在は ,ソ連科学アカデミーの海洋

学研究所で,主 として極東方面の仕事をして居られる。鯨ばか りでなく,鰭

脚類についても多くの論文がある。

本書の訳は,水産庁生産部海洋第一課の崎浦治之技盲にお願いした。公務御

多忙中にも拘らず ,心よくお・引き受け下され二つ短時日の間に,完訳された

ことに対して,こ こに,心 より御礼申し上げる次第である。なお ,本文中所

所に註を施したが ,これは読まれる方の便宜のため,当研究所の根本敬久,

木村清治両君を煩わして,当・研究所で附したものであつて,著者の附したも

のではない。

最後に,本書は鯨研叢書 1と したが ,こ れは当研究所において,今後 ,得

られた研究の成果を綜合的に取 り纏めて,シ リーズとして刊行したいと考え

たからである。                    _

1955奪i ll月

財団法人 鯨類研究所
所 長
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(1)結   言

極東海域及び太平洋北西部における捕鯨業の発展に伴い,ソ連
の研究者た

ちは,捕鯨母船アンウト号の操業水域及び千島列島沿いの水域における産業

的種類の鯨族資源に関する研究を行わオaばならな
かつた。

極東方面の水域において,鯨の数が季節及び年によ
つて変化する原因及び

産業的種類の鯨の時期別及び地区別の分布状態を調査す
ることが,持に重要

なことであつたo

それで,1947年 , ソ連科学アカデミー動物形態学研究所は, 
ソ連漁業省

所属の太平洋海洋漁業及び海洋学研究所
と共同して,鯨族の形態学及び生態

学の研究のため調査隊を編成した。 (調査隊長
は筆者,母船アレウト号の船

長兼船団長アー・デー・ポリアコフ,ブルガ号の船長ア
ー・アー・エフィ

モ

フ)。 1948年には,オ本ツク海,ベーリング海,チ
ュコットスコエ海及び太

平洋の北西都における鯨族の分布状態の調査が行われた。(参考文献番号
43,

46:47,49)。 この調査では,動物画家エン・エン・コンダコフが参加して,

見事な鯨の画を作成した。

1950年には, ソ連科学アカデミー海洋学研究所が, ソ連漁業省所属の太

平洋海洋漁業及び海洋学研究所と共に,極東海域及び太平洋北西部
における

鯨族の生態学及び分布状態に関して,当方面水域におけ
る綜合調李

5ヵ年計

画を樹立した。

1951年には多数の調査参加者 (調査団長
エス・カー・クルッモフ)が千島

雲ε急雷1學瞥究旨禁督蟹努喚患乙孟集曇二峰冠重a毛 :旱豊丸萱集法言露
洋学的条件及び鯨の餌 (動物性プランクト

ン,頭足類,群性魚)の繁殖状況

の調査を行つた。

本調査によつて,ひげ鯨及び歯鯨の分類学的特徴,鯨の餌料に関する新

事実,並びに鯨の繁殖状況に関する,多数の資料が蒐集され,千島
列島近海

における各種鯨族の分布に関する新知見が得られた。

第四次調査は 1953年に行われた (調査隊長―著者)。 η岸捕鯨根
拠地 4ケ

所.アストローフノイ,ヤースヌイ,カサトカみびスカ'ス
トイに着いて:

電帯菅⊆々稔益な二聾q£庁翠覇訂蟹ヅ密苦ろ毛盈員ぜ訂ヒと.絶 .写“
船
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長イー・ヴェー・ボンダリ及び NO.662船長ヵ―・デ_・ コリツォフ)が ,ベーリング海 ,ォホック海及び太平洋の北西部における餌の繁殖状況及び鯨
族の分布に関する調査を行つた。
本調査隊の海洋班により,春秋二回の千島列島?西方 200浬―帯 (ォ ホック海)及び千島列島から東方 3(10浬の水面における航海を以つて,餌の繁殖
状況につぃての,最初の詳細な調査が

冠窪七ぇ:千
島列島の南方で1ま ,二航海の観測が色丹島の南東 600～650浬

第三の調査班は,中型 トロール船 No.655で ,べ _リ ング海の南西部に
おいて,三回,毎回 300浬及び太平洋の北西部で二回,毎回 80o浬の航行

毎回 llX10浬の調査がなされた。幌筵島における沿岸捕鯨基地 コンビナー ト
ヘは,一調査隊が派遣されてそこでtよ ,千島列島の最北端部で捕獲される鯨
の生態学及び解剖学についての資料が集められた。

上記調査事項以外のものとしては,始めて調査船及び捕鯨船によつて,鯨
の標識調査が初められた。この調査によつて集められた資料は完全に整理さ
れていないが ,問題の一部は印刷物で発表されている。 (参考文献番号 1,
2, 3, 4, 5, 6, 7, 20, 26, 33, 47, 49, 50)。

ソ連漁業省所属の太平洋漁業及び海洋学研究所における極東海域及び太平
洋北西部の鯨族の生態学の研究と併行して,捕鯨によつて得られる各種原料 ,
産業的又は非准業的の各種鯨類について, 油,肉 ,肝瞭,内分泌腺,皮下
組織 ,皮 ,腱その他の体の部分の全般的研究が行われた。
この調査によつて得られた結果に基き,鯨の肝臓からビタミン A,ビ タミ
ン油 ,各種の皮革原料 ,飼料及び肥料の産業的生産法が確立された。即ち ,
搾油 ,製革 ,肉及びその他鯨体各部の利用につぃての新しい方法が発見さ
れ ,確詰やゼラチンの製法も又改善された。
これらの研究所の生物学者により極東海域の天然資源 (参考文献番号 35),
捕鯨業 (参考文献番号 89),各 種鯨族の生物学及び極東海における分布状態の
研究が行われた。各種鯨の皮の利用,鰭詰製造 ,貯蔵及び輸送並びに加工等
に多くの注意が払われた。ソ連軽工業省所属の皮革産業中央研究所 ,ソ連漁
業省所属太平洋及び全ソ漁業 ,海洋学研究所及びその他の機関が ,これらの
問題の解決に当つた。

上記の研究所の科学者のグループの創造的研究の結果 ,鯨の皮革の利用方
法が種 発々案 され ,ソ連の皮事業界で大きな需要が起つた。
調査の結果明らかになつたことは ,特別指導書や論文 (参考文献番号 13,
18,27,28,29,32,45,59,64)に 示されてとヽる。
前記調査以外にも,ソ連科学アヵデミー生物化学研究所 ,全 ソ漁業及び海
洋学研究所及び太平洋漁業及び海洋学研究所の技術実験室において,鯨その
他の海産動物 (魚類及び鰭脚類)の 肝臓,脳髄及び各種内分泌ルト長につぃて生
化学的成分の研究が行われた。これについては種々のソヴェ ト出版物の中に
論文として発表されている (参考文献番号 16,36,42)。 生物学者及び工業
技術家の現場におけるあらゆる科学調査の仕事の直接的援助者には ,ア レウ
ト号捕鯨船団,千島列島捕鯨船団及び沿岸根拠地における舵手 ,水夫,職工
長及びその他労働者がある。

第 1図 極東海域及び太平洋北西部における鯨類の分
布及びその餌場の調査船の航跡図。
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をした。 (一回はヵム

チャッカのペ トロパゥ

ロフスクから,コ マy
ドルスキ_諸島まで ,
他は同地からコマンド
ルスキ_諸島の南方に
至る間)。

1954年に,(調査隊
長一筆者)2隻 の船舶
―海獣船 (ス クーナ型)
クルイラトヵ号 (船長

ゲー・エム・サゥェベ

リ■フ)及び中型 トロ
ール胎 662号 (胎長
イエー・ァ_.コ ブザ
リ)が太平洋北西部の
調査を行つた。ここで

千島列島水域の鯨族の

分布及び餌料の繁殖状

況の調査を行つて,遠
く沖合まで試験を行つ

た。 (第 1図 )
8月及び 9月 に千島
列島に直角に 6航海 ,
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鯨族の生物学的研究の結果,捕鯨の合理化及び捕鯨によつて得られた原料
の利用は,ま だ大きなものとはいわれない。

これら調査関係の面では,ま た大いに望むべきことが多いのであるが,現

在までに判甥した若干の資料によつて,将来ソ連捕鯨業の改善の方向を決す

るのに,幾 らか役立つことがあろう。

極東海域及び北太平洋の北西部における鯨族の生物学及び捕鯨業について

の研究の結果の一端を,簡単であるが本月ァ写子に取纏め記述した次第である。

(2)極東海域及び太平洋北西部における鯨族の分類

日本海の北部 ,オ ホツク海 ,ベ ーリング海及びチュコットスキー海及び太

平洋の北西部一千島列島 ,コ マンドルスキー諸島及びカムチャッカ半島東海

岸周辺の海域に棲息する鯨族には 30種類ある。その中歯鯨司F目 に属するも

のが 22種類 ,ひげ鯨亜目に属するものが 8種類ある。極東海域及び太平洋

北西部に棲息する鯨の種類を決定する分類学 ,解剖学及び生態学は ,どの種

類も同じ程度に研究されているわけではない。その中で,マ ッコウ鯨 ,ナ ガ

ス鯨及びイワシ鯨は,比較的良 く研究されているが,ツ ロナガス鯨 ,ザ トウ

鯨 ,コ ク鯨及びコイワシ鯨は余り研究されておらず ,ホ ッキョク鯨及びセミ

鯨の研究は更に僅少である。

鯨の分類に関する研究の種類別に見て少ない種類は ,捕獲頭数が少いから

である。マッコウ鯨 ,ナ ガス鯨及びIH当数のイワシ鯨がソ連の輔鯨船によつ

て組織的に捕獲され ,毎年多数捕獲されている。

そのお蔭で,海上におけるマッコウ鯨 ,ナ ガス鯨及びイワシ鯨の観察及び

これらの種類の研究はよく行われている。シロナガス鯨 ,ザ トウ鯨及びコク

鯨 ,コ イワツ鯨の捕獲頭数は多くない。それ故にこれらの種類については ,

研究の組織的ヨえまとめが困難である。最近 ,捕鯨船で全然捕獲されないセミ

鯨についても同様である。

アヵボウクジラ科 ,ネ ズミイルカ科やイルカ科に属する種類の生態学及び

解剖学は極東海域及び太平洋北西部において,極めて稀にしか捕獲されてい

ないので,研究も充分ではない。

現今も,ま だ極東海域及び太平洋北西部におけるボトル・ ノーズの存在に

ついて,不明瞭な問題が残つている。 トミリン (62)の説によれば ,太平洋

の北半球においては ,ボ トル・ノーズは棲虐、しないとい うが ,筆者の資料で

-4-

は,ボ トル・ノーズは稀に少数発見される。

極東海域及び太平洋北西部に分布する鯨類種類別一覧表

(註 一 分類及び学名は最近の日本の報告と若干相違す るものがある)

歯磁 目-0′
ο%サοて,蒻

I.ク リュウォルィルィフ・デ リフィノフ科
―
笏ρん1撼α9(ァ カボウクジラ科 )

1・ 属名 コ隆
'ο
ダοαοπ (オオギハクジラ属 )

レムネズブ・ソウェルビーーИ b腸熔 .Sowerbi,1804
レムネズフ・スティネゲラーーИ 3ιてフ厖 99万,True,1885(ォォギハク
ジラ)

2.属名 Z力崩?を3(ア カボウクジラ属 )
クリュウォルイルーー=Z cαυ>ο3"ぬ,Cuvier,1823(ア カボゥクジラ)

3.属名 酸 G″α力3(ッ チクジラ属 )
ペラルディゥス・ベルダーーβo bα″

'',Steineger,1883(ッ
チクジラ)

4.属名 rttρ″。。α。″ (誰一 日本でも存在は確認されていない )
ブウトイルコノスーーニ αη御冽αι

"s,Forster,1770(ボ
トル・ノーズ)

II.ヵ シャ ロットヴィフ科   P′ιグdて,tれdo9(マ ッコウクジラ刈 )
1.属 名 P″どク39″″ (マ ッコウクジラ属 )

カシヤロットーー ユ θαど孤ο″,Linn.,1758(マ ッコウクジラ)
2.属名 酌

'α

(コ マ ッコウ属 )

カル リコfフ・ィ ・ヵシャロ ン ト~~~】丘 う″セ,研じて,夕s, Blainville,1838
ッコウ)

(コ マ

2

Ш .ナルフロヴィフ科――〃ο夕?ο
'ο

ttι ttα9(ィ ッヵク科 )

属名 〃ο,?οEO″ (ィ ッカク属)
ナルヮル又はェデノログーー〃。29,20じつ″03,Linn.,1758(ィ ッヵク)

属名 Dヵ崩,?αダθttra(ン ロイルヵ属)
ペルウハ又はベルゥガ  D.Ja"θα3,Pallas,1776(ッ ロィルヵ)

IV.デ リフォノヴィフ科  ヱ)θりんう蒻
'α

θ (ィ ルカ科 )

1.属名

2.属名

3.属名

4.属名

P″οすθ砂ん挽確ι3(ス ジイルカ属)(誰一 日本では Sι9物JJα に変更されて
いる)
パロサ ト4・ プロデ リフィンー

R θa吻吻J9o‐αJb傷3,Meyen,1833(ス
ジイルヵ)
Dθ砂肪免2S(マ イルヵ属)
ティホオケアンスキー・デリフィン・ベロボチヵ― D.力 Jρ崩3 bαtrぬ}
Dan,1873(マ イアレヵ)
O脇傷御廃 (ヵ マビレサカマタ属 )
セールィ。デリフィンー

C.″SFttd,Cu撹er,1812(ヵ マビレサカマタ)
駒 ″3ぢψ√ (バ ンドウイルヵ属 )
ダリネヴォス トチナヤ・アフアリナーー豊 ιttα加3炉JJ',Dall,1875
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(ク ロ′くンドウイノ
5.属名 乙α′♂て,,20″′Dク,?θんπ題

レヵ)

テイホオケアンス
'(カ
マイルヵ属)

協 ,?■,Glll,1865キ

~・ カロトヵガ ,ヴ ィ・
(カ マイルヵ)     

デリフィンーーと.Ob力仰ぢ_

6.属名 0″θα (シ ヤチ属 )
カサ トカーー 0.

7.属 名 P能傷αο″θα rォ キ

°″て
'α 'Linn.,1758(シ ャブ

と
)

ゴンドウ属 )
マーラヤ (チ ョー′'レナヤ)カ サ トヵ

―
P.。″αssttθ ,ぞな,owen,1846(ォ

キゴンドウ)
8 属名 CDο bぢο9ρヵ窺J%G(

チ ョール ナ ヤ (野
ンドウクジラ属 )

切ο万 ,cOpe,186:イ
ホオケアンスカャ)グ リラ/ダ ーーー C.,夕ιて,Jα3 80α′切‐

9・ 属名 らぬSα力砂崩s(セ
)(ツ オゴン ドウ)
ミイルヵ属 )

セーウェルヌイ・

1848(セ ミイルヵ
キ トウイ ドヌイ・ デ リフィン

ー
う bOttαどゼs, Peale,

)

V. モルスキィフ.ス ゥィニェィ科―― P′こοοα?万αα9(ネ ズ ミイルヵ科 )
属名 Pわθα92。 (ネ ズ ミイルヵ属 )
テ イホオケアンスカヤ・ モルスヵャ・スゥィニャ_―ニ クんοθα?″α υO_
脇 ηttα ,G■ 1,1865(ネ ズ ミイルカ)

属名 P′?つοα9免ο掘っ3(リ クゼンイルカ属)(誰一 日本では P力っθαθ″α ,こ吸収さ
れている)
セーウェルナヤ・ベ ロクルィラヤ・モルスヵャ .ス ウィニャ_―P.ααじJぢ
ααJJI,True,1885(ィ ッィルヵ )
ヤポンスカヤ・ ベ ロクルィラヤ・モルスヵャ .ス ウィニャ _― P.Oα Jどぢ
″切9t,Andrews,1911(リ クゼンイルカ)

属名 却笏腔 万s(ス ナメ リ属 )
ベスペ ラヤ・チ ョールナヤ・ モル スヵャ .ス ゥィニャ ーー 江

"!ο

θαヮ‐
勉万,99,cuvier,1829(ス ナメ リ)

属名 S′ibbα Jαヵ s(子に一 ナガスクジラ属に入るのが一般であ る)
シーニィ .キ ィ ト__S223θ ?ι J?をd,Linn.,1猜 8(ッ Pナ ガスクジラ)
IH・ グラドキィフ・キィ トフ不十一―Z'α J09兜棚α9(セ ミクジラ科 )

属名 Bαどαttα (ホ ッキ ョククジラ属 )
グ レンラン ドスキ ィ・ キィ ト__B.η 姿ど力9ど 2ιs.Lina.,1761(ホ ッキ
ョククジラ)

属名 βlιbα Jα9″α (セ ミクジラ属 )
ヤポンスキー。キィ トーーユ s力うο蒻ぢ,Gray,1864(セ ミクジラ)

計一 日本では以上の他に次の 8種が報告されている。
オガ ワコマ /コ ゥ   蒸οσぢα dぢ切宅Is,Owen
ハセイルカ        Dθ どクんヵ耽s cαρて,,ぞ dぢ3,Gray
マダライ″レヵ      sι ???9J7α′デ″ο免どαJぢs,G.Cuvier
クニ トモイルカ     Sとて,伽9Jtt Jttg″οdι″ぢd廟

"万
bηοt,ogawa

ノミン ドウイルヵ      T?f″ sあρs ι々 ιttθαι
"s 
ιT%免σαι2o,Montague

シフハイルカ        sどヮ犯οb?・セ瘍αttηぉじs,LessOn
マゴン ドウ          θあbぢc9ク乃αJ"s伽姥Jα9″α dゼ9bο Jαぢぢ, Gray
ユメゴン ドウ(仮称) Fて,″t,dα 加修″?,290ぢα,Gray

極束海域と大平洋西部において,上記歯鯨及びひげ鯨の外に新しいカマイ
ルヵの一種 (ス レブノォー7,1955)が 発見されたが ,卓越したロシヤの動物
学者セルゲィ・ィヮノヴィチ・ォグニョフ氏の名をか りて 2〕α

『
♂ηογアタノ″0カクS

Oど
'″

?″,SlepzOv 1955と 命名された。
二彎 ″秒″じカパ めど紗 】範絡s(註 :現在まで日本産カマイルヵにこの学

窪を重を涯早環上とをFニ

ヨフ氏のいるかの間の形態学的相違は ,別個の種

scherer(83)は 博物館のコレクションで,太平洋産カマイルカの骨骨春片
(頭蓋骨 ,下頚骨 ,その他の骨格)を 30個以上について研究し,二.οう独″‐
滋 熔 は北米海岸に多数棲息し, よく研究されていると報告した。 これを
基礎に Scherer氏 (83)は 二.οう力9%ユdcttsは 疑ゎしぃ種類であると認め
る Bierman及 び Slijper(66,67)の 説を反駁している。この Scherer氏
の資料により,日 本近海産のカマイルカの特徴は可なリー般的なものである
と結論づけられる。

岡田等 (791並 に Kellogg(72)に よれば,カ マイルカニ.0うと,9ゲ】力sは
日本沿岸で厩々多数発見されるが ,日 本附近で発見されるいるかの形態学は
未だ詳細に研究されていない。

大英博物館に頭骨が保存されている 日本沿岸で採司えされた カマイル ヵ
(1509号)の課状部を基点とする頭骨の長さに対する日吻の長さ及び巾の相
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3

ユ

2

3

1.属名

1.属名

2.属名

ひげ鯨亜 目―一νノdサ
'C∝
研づ

I.セ ールィフ .キ トフ科― ■力αθttα夕:て,θιttαθ (コ ククジラ科 )
兌歳″んぢα徽夕θとて,s(ョ ククジラ属 )
セールィ・キィト  ■.♂じα

"cぞ
ι■,Cope,1868(コ ククジラ)

II.パ ロサティコフ科――Bα Jα9″οダ″弼α9(ナ ガスクジラ科 )
βttα9免ψどと,″α (真正ポロサティキ)(ナ ガスクジラ属 )
フィンワルーーーB.クんγsα′ι

"s,Linn.,1766(ナ ガスクジラ)セイフルーーーB.bο ttcιぢ3,Lesson,1823(ィ ヮックジラ)
マールイ・ポロサティクーーβ.α c%ιο_″οaι″αια,Lacepede,1804(コ ィ
ワツクジラ)
″覧海″と,″α′(ザ トウクジラ属 )
ゴル′ミトィ ・キィ トーーー】■ ,2οαο3α ,BOnnaterre,1789(tド トウクジラ)
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関関係より判断して,こ れらの頭骨は,L.οう独解
'α

ttsよ りも 二.οど
"ω
ヶ

に属するものである。

なお,日 本沿岸においてどんなカマイルカの種類が ,存在するかとぃ う問
題は ,今後更に同様な資料が蒐集されて,始めて解決されるであろう。
二.Oξ

'7ι

?ノゲの群は ,南千島列島の太平洋岸 ,宗谷海咲 ,礼支・利尻島やペ
ー トル大帝湾において,投 も多く発見されている。この種のいるかが集まる
場所は,頭足類 (0〃2"αs筋砂膝 d′οp″″ ά効防%s,ス ルメイカ)や或いは ,
種々の種類の魚群が集る所である。

ネモロ海 (恨室海?)に て捕獲された 2頭のいるかの胃の内容物を調査し
た所では,本極は,種 々の魚類や頭足類を常食とすることが 判男した。例え
ば ,日 方約 100 kgの No.1牝 の胃には ,長さ 18～19 cmの やや消化され
たスルメイヵ 19尾 ,同種いかの日器 50ケ ,その他に小さなサンマの残骸 ,
マアジ及び小海老 2(P♂″tザ

`″

励Ss′,.ホ ッカイエビの類)が発見された。

日方 100～ 1lo kgの No.2牝の胃には ,いか 10尾及びスルメイヵの口
器 64及び小さいサンマの残骸が 1,000以上も発見された。

かくの如く,太平洋の北半部には三種のカマイルカ,即ち,太平洋の東半
部には,L.οうヵηゲ】解sが ,ヌ.西半部には 二.OF%θυゲが分布している。
各地方で捕獲されるカマイルカの材料の不足及び研究の不完全さから見

て,今後の研究により,2種のカマイルカの差異は種間の差異でなくなり,
亜種のちがい程度になるかもしれない。

(3)鯨 の 餌 料

鯨の餌料に関する研究は ,捕鯨母胎アレウト号及び千島列島の色丹島 ,択
捉島,新知島及び幌筵島に設置された 5ヵ所の沿岸根拠地において行われ
た。1947～ 1954年間ひげ鯨及び歯鯨の胃約 2,000頭分について内容物が調

査された。 (第 1表 )

マッコウ鯨は頭足類及び魚類を常食としている。マッコウ鯨が捕食する頭

足類の種類の数 (エ ン・エン・ コンダコフ氏の査定によれば)は ,20～ 21に

達するが ,最 も普通なものを挙 tずれば次の通 りである。

1.てデο″αιん29デαbttC'(ド スイカ)
2.C″砲′どん劣3 ηα♂ぢst9T(ド スイカ)
3 6わ免αどん

"3 
οοιO″9'αι切3(タ コイカ)
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4. arοη・。ι92,どん13,・ 0う?だ sια (ニ ュ ドウイカ)
5.4孵ん,9劣ιんぢsブαρο蒻じα (ダ イオウイヵ)
6.Cα Jと,9傷ι崩8 αTηα施 (Cw″て,崩撼α?に属するホウゾキイカの類)
7.免∽力s pαυο(Cm免

"崩
ααcに属するホウゾキィカの類)

8.勁 θ力οιセテ
"ι
tts bα夕?′ιs'(ッ メイカ)

9,4♭研ぢοPs内 初οttsO(ホ タルイカの類)
10 0θιψ"s,'彬

rι力η%s(マダコの類 )
註:1)ド スイカ;】ヒ太平洋の比較的深海に産する。
2)ッ メイカ;三陸沖北海道沖でマッコウイヵと呼が種類と同じと考えられる。

第 1表 鯨の胃内容物

鯨   極

マ ッコウ鯨

ナガス鯨

イワシ鯨

シャチ

ザ トウ鯨

シ ロナガス鯨

ツチ鯨

コイワシ鯨

胃の

調査
数

1572

196

42

36

12

15

5

12

胃
数
空
の

イ カウ

ツ
イ

ユ
オ

＋

ヌ

ュ
オ

ラ

＋

フ
ヤ

カ

ス
ウ

ツ

ウ

オ

ヤ

ユ

フ

シ

　

一

ラ

ス

カ

ヌ

一　

・８

一
　

５２

2

７

３

４

フ

ヤ
カ

十
鱒

類在
小 カ

290  1275

イ

2

6

一　
２

一
　

２３

３

　

一
　

一
　

２

　

一

一

７

６４

５

５

４

６

一

‐５

・２

・８

３

一

一

一62

1890
|

29    10    68  +  30    18    97

9

315  1323

ある海域の,あ る時期におけるマッコウ鯨の餌料は ,頭足類の 2～3種を
主とし其他の種類は唯一,二個体に過ぎない。1例 としてある場合マッヨウ
鯨の一つの胃から,25～35 cm重 さ 200～500gの消化しない烏賊が 420尾
まで数えられ ,烏賊のクチバンが 40,00(lも 数えられた。 ‐
マッコウ鯨の胃内容物に見られる魚の種類は次の通 りである。

(露名は省略する)

1.E窮滋 砕滋知∽房,SoldatOv et Pavlenko(ガ ンギエヒ)
2.4pιοονcを

"dτ
,て,陀ιttθο8"S,Pallas(ダ ンゴウオ類 )

3.Pル ?rr蝸,瑠ηη鋸3伽炒″0夕ιて
'η
σぢ
"S,Pallas(キ

タノホッケ)
4.働α
"s2ο
″ア秘α ttαθ″00て,2アをαJ留3,Tilesius(マ ダラ)



5.60Jοどαbぢ s sατ″α,BreVOOrt(サ ンマ)
6. Bο ?セο

“

だ
“
s sαぢ,α ,Lepechin(polarcOd タラの一種 )

7.Cοηρんα9宛οttθ s sp.(ト ゥジンの類 )
8.P肋ダο

'紀

ιS C9dc2tど αρ
“
S,Bean(ミ ズウオの類 )

9. βttιοdρ′を9,?πd ι万
'9,ぞ

士αど釘3, RichardsOn (ミ ツノミャッメ)

其他 ,極狂め 査定されない五(、類。

マッコウ鯨の胃の中で,可成 りの数量の深海魚が見られることは ,千島列
島水域において,それらの懐虐、量が一般的にいつて多いことを立証するもの

である。

ナガス鯨は ,動物性プランクトン,頭足類及び次の種類の魚を情食として
いる。

(露名は箔略する)

1.C胸だρ9α ′をα″″,θttSクα′どJα 3ぢ ,CuVier et Valenciennes(ニ シン)
2.β J99ぢ貿2ts,?α′υασα′♂″αθlJls,Tilesius(コ マイの一種 )
3.Osη ?″ ?だ s9ρ¢″Jα ,?"Bα伽修″,Steindachner(キ ュゥリウオ)
4."研 Jοιtts υπJ03%s sοθぢαιぢs,Pallas(海産ワカサギの一r五カラフ トヒ
シャモ)

5 T力 9,・ασ,9θ力てιどθο【/メα′狗ηα,Pallas(ス ヶ トウダ ラ)
6.`4,,ι解配

'θ

sア:θ漏岬 拷?・クS膨″αριθttS,Pallas(イ カナゴの一種 )
7.Cα力ts,,?ο″力?`α ηαο″οθ9″んαじ?ιs,Tilesius(マ グ ラ)
8 Sて ,bα sιοEιs【ァどα2o?をS, Hilgendorf(ク ロメヌケ)

9.PJ9劣 Tοド 説 ?'2η ?ぞ S?,20ttOρ せ珍″とアと

'力

S,Pallas(キ タ ノ ホ ッ ケ )

10.Sc″Eぢ″οクs似 9どα,をοdιゼθどα,Schlegel(マ イヮシ )
11. Ottθο,・′?7,2οアι2ι d′fθια,Walbaum (サ ケ)
12. βο″呼αttts sαぢ,α , Lepechin (polarcOd グラの一種 )
13.(アοどοJαbls sαど夕α,BrevOOrt(サ ンマ )
14,Pοαωψttα Dο″σヵθS,SChmidt(ウ ケクチダラ)

ナガス鯨が常食とする餌料の中に ,頭足類があることが確められた。イワ

シ鯨は,動物性プランクトン,軟体動物の頭足類及びナガス鯨が常食とする

種々の魚類を常食とする。

シロナガス鯨の餌料について1よ ,資料が多くないが ,大いに興味あること

には ,太平洋北西部に流けるシロナガス鯨は ,単に動物性プランクトンを常

食とするのみならず ,小 さな群をなす魚類を捕食することが判 R月 している。

極東海域及び太平洋北東海域における鯨について,生物学者によつて得ら
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れた資料は,ひ tず鯨は雑食性であつて,動物性プランクトン,頭足類及び群
をなす魚類を,食物があるままに,何んでも捕食することが証男されている。

第 2図 水面に浮上したセミ鯨

第 3図 呼吸するザトウ鯨

ナガス鯨及びイワシ鯨が ,頭足類を捕食するとのソ連の生物学者の報告tま ,
日本の生物学者 (71)の 研究と一致している。

11 -―



鯨の胃内容物について,魚食 ,プ ランクトン食,或は,プ ランクトン及魚
食等にその食性を分類する研究者達が想像する様に,鯨の形態学上の特徴で
ある鯨表板の毛の性状は ,ひ tず鯨 (ナ ガスクジラ科)に属する各 1目との鯨の夫
夫の特定の餌料を決定するものではない。

極東海域及び太平洋の北西部においては鯨―マッコウ鯨 ,シ ャチ,ッ Pイ
ルヵ,ボ トルノーズ,ッ チ鯨及び最も種類の多いイルカ科の鯨は ,頭足類や
魚類を主に食郷としてぃる。

太平洋の北半球において,シ ャチはその海域に,魚類や頭足類が比較的少
い時にだけ,鰭脚類 (アザラン,オ ットセイ,ァ シヵ,セ ィゥチ等)を襲う
ようである。

オットセイの群僕地でも矢張 り,シ ャチの群が観察された。しかし,コ マ
ンドルスキー諸島附近で捕獲されたシャチの胃の中には ,ォ ットセイの残骸
は ,発見されなかつた。
シヤチがどの程度 ,成長したひげ鯨及び若いひげ鯨を襲うか ,ひげ鯨の繁
殖地に集中しているか ,ヌ.,ナ ガス,ザ トウ,イ ワシその他の鯨の仔鯨を襲
うかこれらのことtま まだ明かでない。これを切かにする事は非常に重要なこ

とである。何故ならば ,南北両半球における鯨の資源状況の一般的特徴を把
握するために仔鯨の自然死亡の外に,こ の要因をも考慮する必要があるから
である。

(4)鯨 の 餌 場 の 研 究

極東方面における鯨の餌場の研究は,1947～1948年に初めて行われ,1951,
1953,1954年 と継続して行われた。資料の整理に,科学研究所のプランクト
ン学者エム・エス・クーン (太平洋漁業及び海洋学研究所),ブ ェー・ダー・
ボゴロフ及びエム・イェー・ヴィノグラドフ,イ ェー・ビー・ルウブヌイー
グルソイク, エリ・ア・パノマンバ (ソ連科学アカデミー,海洋学研究所)
並びにカー・ アー・ ブロドスキー (ソ連科学アカデミー動物学研究所)が参
加した。

動物性プランクトンの種類別組成及び季節並びに海域別分布は ,千島寒流
(親潮)と ,黒潮暖流との相関作用によつて生 した海洋的状況と直接関連性を
有する。太平洋の北西部では ,年や季節によつて,暖寒流の消長が見られる。
千島寒流が , 千島列島から東部に拡大し又は接近する。 これに影響されて ,

―- 12 -―

“極前線 "の範囲が変化したり,混合水域 (暖寒流の接撤部における)カミ,
千島列島から遠ざかつたりする。

春と夏には,混合水域において,餌 となる動物性プランクトンの生物群塊

第 2表 餌料となる動物性プランクトンの種類別組成

種 類 海 域

(ヌαJα ,ぞぞtsゼ OttSぞィ31)

″ οヶ可dどαι
"32)

″  ″αθりθ"3
″ _/ユ兜ηαTc肪o233

夏労
`じ

α『α′,?留 sb留,2♂ぢぢ

T'f?/sα″ο(,SSα′″α3θ /ぞぢι4)

″  Jο ,?♂リヮ35)
″   |″θ″協ぢ30)

″留″′ぞα?rsぢα′クαcttβθα′イ)

ン4′rて ,ど万αぢα 。え,アを0ど9,?sts

″   ′
'α
θVθα

E咀ぞィど2ゼ 3と 7αぢηαTEぢぢ

〃 ?ノ StS 00?ιどα修

オホツク海 ,ベーリング海 ,太平洋
同

太平洋

オホツク海,ベ ーリング海
オホツク海,ベー リング海 ,太平洋
同

オホツク海,太平洋
オホツク海,ベーリング海 ,大平洋
オホツク海

チカコトスコエ海

註 1)日 本側の報告にある C.ダ劣ηο力口tSと同義と考えられる。鯨の胃内容よ
りみればアリューシャン列島西経南側に多い。C.ダ ?をηCんη拇はじ.ιοπG傷3
var.クど2て盟θ力″

“
sと する学者もある。 

イ

2)北洋アッツ島附近の鯨漁場に多いカラヌスと同種。北洋の鯨の主餌卜|であ
る。

3う  ノールェー沿岸のイヮシ鯨の主餌料で r6d_aateと 呼ばれる。鯨研の資料
によれば 日本沿

'■

のコイワシ鯨及 イワシ鯨 ナガス鯨が摂餌とl″て居た例が
あるが,北洋では未だ大量に鯨の胃の中に出現した記録はない。
4)北洋からの報告は未だ無いがォホーツク海のナガス鯨は相当食べて居る。
5)北洋アリューシャンの附近のナガス鯨シ

「
ナガス鯨の主餌料の一つで特に

西都北太平洋に多い。

6)北太平洋及北海道千島沖のひげ鯨の主餌料の一つで特にアリューシャン西
経北側漁場に多い,北大西洋に於てもひげ鯨の主餌料で Small krillと 呼ば
れる外洋性の種類である。
7)三陸沖から北海道北洋へかけて T.ぢ兜?″物tsと 共に最も普通で多い夏期の
日本沿岸のひげ鯨の主餌料である。過去日本の報告にみられるβ.ρ9'E",αα
は大部分この種を指すと考えられる。他の種は未だ日本側の資料によれば大
量に鯨の胃中から発見されたことは無いが,集団をなした場合当然鯨の好餌
料になると考えられる。

―- 13 -―
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が ,秋よりも総体的に見て高度に発達している。何故ならば ,秋には黒潮暖
流のこの水域に入り込むことが ,緩慢であるからである。
夏の末及び秋の始めには ,暖海流が ,千島列島に接近するので,湿合水域
が縮少し,鯨の食耳場の面積の縮少を来すのである。唯暖海流 (カ ムチャッヵ
半島の東海岸 ,コ マンドルスキー諸島及びアリューンャン列島を洗 う海流)
から違ざかつた北部水域には混合水流が多量保存され ,餌料の動物性プラン
クトンの生物群が高度の濃度で残つている部分がある。

一般に極前線収飲

線上では ,餌料の動

物性プラ ン ク ト ン

(第 2表)が発達し,
これに群性魚や頭足

類が引寄せられ ,こ

れに鯨の餌料となる

無脊椎動物や魚類の

餌場が形成される。

1947及び 1948年

の太平洋北西部及び

ベーリング海におけ

る餌料の動物性プラ

ンクトンの分布状態

は ,不同であつた。
1947年 には ,餌料

となる動物性プラン

ク トン |よ 少なかつ

た。(500mg/m3以下)

そ して,こ れは主と

して ,ユ ウフォーシ

ャア及 コペ ポ ー ダ

中σα′α夕%S tttsクd と
Cと7励ηクSε力sサαtts)

からなつていた。夏

と秋 とでは ,餌料の

動物性プランクトンの最大量は,コ マンドルスキー諸島区及びオリュートル

スキー湾 (700 mg/m3)に 見られ,比較的少なかつたのは,ク ロノッキー湾
及びモルブヮャ湾附近であつた (50(lmg/m3以 下)。
1948年には,太平洋の千島沿い水域で,Cpテ"%sヵ″d"sと 働力″%s
じ狗sど,ど劣s からなる餌料となる動物性プランクトンが北千島地区だけにおい
て,豊富に見ら,した(1,000～1,500 mg/m3)。
コマンドルスキー諸島

や ,オ リュートルスキ

ー湾地区でも,食耳料と

なる動物性プランクト

ンの生物群
'ノ

屯が 1,500

mg/m3に 達する部分
が見ら,化た。ヵムチャ

ッカ半島の東海岸にお

いては ,動物性プラン

ク トンは 饉少 であつ

文二。

1951年 の夏 と秋 に

(第 4図 ),プ ランク トン

の最大の生物層は中部

及び北部千島附近で ,

特に見られた (700～

2,000mg/m3)。 南千島

附近ではプランクトン

は僅少であつた。

このようなプランク

トンの分布は千島沿い

の小域の海洋学的性状  第5図 1953年の 7～ 8月 におけるプランクトンネッ
の種々の変化とこよつて   卜による動物性プランクトンの生物群塊の分布状況。

縦ほ笞旱瞥曇督敏 齢 孟撤含群榛醒舗
り込む黒潮暖流の支脈  ～1,100 mg/m3を 示す)。
が ,表層水 (50m～Om)の水温を中部及び北部千島の水温よりも高めるの

第 4図 1951年夏期におけるプランクトン生物群塊の
分布状況 (エム・エム・スレップツォーフの資料によ
つて,イ エー・アー・ルウブヌイーダルッィクが作成し
たものである)。

―- 14 - ―- 15 -一
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である 。

プランクトンの生長と海洋学的性状の変化との関連性は ,1953年にtよ良 く

調査された。 (第 5図 )
7月 及び 8月 では ,千島沿いの各水域における,網採集によるプランクト

ンの生物群塊は,夫 々不均等に分布している。最大の生物群塊は南千島及び

北千島から西方 70～120浬及びカムチャッヵ半島南端から東方へ 120～240

浬において見られる。その他の水域では ,ブ ランクトンの生物群は最も低密

である。但し,オ ホツ

ク海南部では ,大体平

均に分有して肝た。

千島列島から東方に

160～2401里にわたつ

て,プ ランクトンの小

量が見られたが ,その

生物群塊は遠いほど若

干増大する傾向が見ら

れた。

7～8月 における餌料

となる動物性プランク

トンの分布は,網採集
によるプランクトンの

分布と大体一致してい

る。 (第 6図 )

オホツク海の或る水

域及び北千島諸島附近

では ,飼料となる動物

性プランクトンの数量

が急減した。当時 ,千

島沿いの水域の海洋学

れ ,千島南部ではやや狭除であつた。

オホツク海の南部においては ,対島暖流の枝流の影響が現われ ,北東部に

消いては ,西カムチャッカの暖流性海流の枝流の影響が現われていた。

9月 には,網採集によるプランクトン及び餌料となる動物産プランクトン

の生物群塊の分布は ,非常に変化した。網採集によるプランクトンの生物群

塊 (第 7図 )は ,千島列島にそつて低下したが ,カ ムチャッヵ半島の東海岸

においては依然高度であつた。

餌料となる動物性プランクトン (第 8図 )の分布においても,同様な変化

が生 じ,そ の最大生物

群塊は ,中部及び北千

島附近 ,オ リュー トル

スキー湾及びコマンド

ルスキー諸島間の水域

及びそれより南方水域

にわたつて見られた。

秋には千1島沿いの水

域の,海洋学的性状が

変化した。暖海水が ,

夏よりも遥かとこ千島‐アノ」

島に接近した。結局 ,

暖寒水の混合水域が急

激に減少して,千島列

島に沿う水域のみにひ

ろがつていた。千島沿

いの海水は高温 とな

り,これが動物性プラ

ンクトンの生物群塊の

減少を起した。

ベーリング海から ,

寒流塊が,継続的に南

下し,同海の暖海流に

僅に入り込む事によつ

第 7図  1953年 9月 におけるプランクトン・ネット
によるプランクトンの生物群塊の分布状況。 (カ ー・

アー・ブロドスキーの作図)

―- 17 -―
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国罰 5技

蔓 4キ上

匠 ]3級

□ 2・1

日  1段

田■ 4級
■ヨ  3級
[lE 2級
匡 l i級

て,ベ ーリング海南

部 ,コ マンドルスキ

ー及びアリュウンァ

ン列島の南方水域に

おける,プ ランクト
ンの発達をうながし

ていた。

1954年 ,暖流が千

島列島に接近する8

月及び 9月 に ,鯨の

餌物の調査が行われ

よ二。

餌料となる動物性

プランクトンのデ士高

濃度の生物群塊 (800

～1,000 mg/m3, 第
9図)は
'持

に南千

島附近で見られ ,遠

く 300-600 ィllラミ方

に亘 り動物性プラン

ク トンの生物群塊

は,濃 度が低かつ
た。ヵムチャッヵ半

動物性ブランクトン

の生物群塊の最高の

発達を誘発したので

ある。これは ,前年

度には見られない現

象であつた。

極東海域及び太平

洋北西部における餌

料となる動物性プラ

ンクトンには ,明 ら

かに季節叉は年によ

つて,豊作又は不作

の変動があることは ,

前記の諸事項に鑑み

ても男らかなことで

ある。これらの相関

関係の現象の法則を

研究すれば ,餌料と

なる動物性プランク

トンの豊作又は不作

の短期叉tよ長期予報

の方法を確立する道 だ,°第 8図 1953年 9月 における餌料となる動物性プラ
ンクトンの量分布状況。 (カ ー・アー・ブロドスキ
―の作図)                  島の東岸及びコマン

ドルスキー諸島の区域では,生物群塊の濃度は,余 り高くなかつた。
餌料となる動物性プランクトンの生物群の,斯る分布状態は 9月 25日 ま
で見られた。10月 に入ると生物群塊が増大した。ひげ鯨 (イ ワシ鯨,ナ ガス

鯨 ,コ イワツ鯨)の 胃の内容物で判断するに,動物性プランクトンの中旬 勉‐

2クs力″Ms,C″ α″%s οttSど♂励 s,E妙 ′2α%Sカ タ,ιttCα や T妙磁 %οttSα ′ο″gゲ _

夕偽 が増加していた。

1954年には,暖海流が 1951年及び 1953年のように,千島列島に接近し
なかつた。そのため,“ 極前線 "が南部において,南千島から東方 300浬に
ひろがつていた。低水温水の東方への移動は,南千島近海において,餌料の

-18-

が開か

'化

,それに応   第 9図  1954年の8月 及び9月 における餌料となる
じて漁業の対象にな    動物性プランクトンの量分了F状況。 (ス レプツォー

る魚類及び鯨族の集    
フ作成)

中状態を予知することが出来るであろう。

餌料となる動物性プランクトンの研究と平行して,調査隊は歯鯨及びひげ

鯨の栄養に役立つ大きな無脊椎動物や群性魚の集中海域を調査した。

極東海域及び大平洋北西部において,頭足類が歯鯨の主な餌料であつて,

ある季節には,ひげ鯨 (ナ ガス鯨及びイワツ鯨)の主鋼料となることがある。

調査によつて,顕足類就中スルメイカ (0.S′οαπ″少α蒻防クS)等が ,カ ラ

ヌスやユウフォーシャの多い場所に集中することが確認された。

スルメイカの性的成熟個体は,大 きな動物性プランクトン,2.″ θ
"て
'α

- 19 -
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7榜.力″筋た,Tヵ。とゅ cs及び T力.知駐力″ を好むが ,こ のいかの幼生
及び若い個体は C.サο,,s%sと C.伊Aサt7顔 を主食とする。頭足類の幼生が
海洋の表層に浮上し,動物性プランクトンの群集と類似した群となる。
深海性頭足類の多くの種類は,夜 ,海面の表層に浮上し,単なる外洋性
頭足類 と共に,鯨 の餌場の生物群塊を増大する。 頭足類の他に餌場では
望″れp力】歳 9科 (ハ ダカイワシ科)のある種類の深海魚が深海から浮上して

来る。これらの魚は外

洋性や深海性の頭足類

の食餌として役立つ。

外洋の表層及びオホ

ック海及びベーリング

海の南部では ,頭足類
が密集して,非常に大

きなものとなることが

度々ある。

頭足類の分布は第10

図に示されている。ナ

ガス鯨やイワシ鯨の胃

からスルメイカ (0.
s′οα%″ 抄u膠夢σ″S)カミ3

～4,000尾 も出たこと

により,こ の鯨は一匹

づつ別々ではなく,一
回に数十匹づつ捕食し

たものであると考えら

れる。

鯨の餌場における群

性魚の名を特に挙げれ

ば次の通 りである。

(露名は名略する)

4.β形炉ね悶 費てイ′υα9α ♂″α′θ可ぬ,Tilesius(コ マイ)
5。 03銘形々 ι3彎レ列α盟舛 j形物拷a,Steindachner(キ ュウ リウオ)
6. 】4(泌Jοιtts υ

"ι

ο9"9 9οθぢα′

'ぢ

9,Pailas(カ ラフ トとラ/ャ モ)
7.助 ″α″ασ放ガじOσ″αttη%8,Pallas(ス ヶ トウダラ)
8.4ηИttαぢ修9′ぞセa,α夕修秘 3み策務ριて,翻s,Palias(ィ ヵナゴ)
9。 CαE"d ηOれ阿 彼 ィ々′θ″Oθψ み

"確

ιd,Tilesius(マ ダラ)
10.5朗嘔″2ο″3修 】α??ο3ιぢο

‐
ια,Schlegel(マ イワン )

■ .0兜て,ο″んυ,?θ崩門 σO″b"3冴励 (Walbaum)(セ ッパ リマス)
12.0斃て,0″ん″2c″ι切3膨ια′,Walbaum (サ ヶ)
13. β叫9ο♂α激鷹 dαttα′,Lepechin(polarcOd)(タ ラの一下重)
14.T″α減 掏ιa Jψοttθ

"s(マ
アジ)

15.働どοJαtta sα】″α′,Brevoort(サ ンマ)
16.ST"α J切 3 αθαttιんね3(Linnc)(ツ ノJガメ)

歯鯨の大部分の種

類及びひげ鯨の若千

の種類の餌となるサ

ンマは ,特に大群を

作ることが屡々ある。

この魚の分布は第11

図に示した。

鯨の資母場の大きさ

は ,動物性プランク

トンの時間的及び空

間的の発達と分布に

関係があることは陽

らかである。低緯度

の海洋では ,餌料と

なる動物性プランク

トンは,極前線の水

域よりも者しく貧弱

であるが ,極前線附

近では,大小の無脊

椎動物や,脊椎動物

の垂直分本が見られ

る。夕方になると,

深層から表層へ,動
第 11図  1953年及び 1954年 の夏及び秋期のサンマ

の分布状況。(エム・エム・スレプツォーフ作図)

拶

第 10図  1953年の夏及び秋におけるイカの分布状況。
(エム・エム・スレプツォーフ作図)

註:1)(ヌιθ陶夕′DO″α′櫛水母類に属する。
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物性プランクトンが浮上して来て,こ れを追つて頭足類や魚類も浮上して来
る。

一見 ,一 日の間の暗い時間中に形成される資耳場は ,動物性プランクトン,
いか,深海性又は外洋性の魚類よりなつており,涸渉して来るひげ鯨や,定
住のマッコウ鯨の群がこれを食べて生活しているのである。
亜熱帯の低律早度附近では 1～2.5mの種々の種類の鮫の群が住んでいて ,
マッコウ鯨の胃中にも,こ れらの鮫が多数見られる。この事実によつて,亜
熱帯及び熱帯地方においては,マ ッコウ鯨は,大 きな無脊椎動物や脊椎動物
の外に,鮫も食 うものと思われる。
鯨の餌ナ易及びその形成条件の所究によつて,太平洋の北西部及び極東海域
における産業上利用されている種類の鯨及び産業上利用されてない種類の鯨
の分布についても,我 々の知識を増大することが出来た。

(5)鯨 の 分 布

産業上に利用されている種類の鯨の分布は,極東海域及び太平洋の北西部
において,産業上利用されていない種類のものより,遥かによく猛汗究されて
おり,ひげ鯨及び歯鯨の分布は,季節及び年によつて顕者な変化がある。
ある年には捕鯨船団の操業区域において,鯨は大体平均に分布して居るが
他の年には,特定の漁区だけに分布している。唯,千島沿いの水域及びコ
マンドルスキー諸島では,マ ッコウ鯨の懐息場所及び数量は,比較的不変で
ある。

海洋学的特徴及び鯨の餌場 (動物性プランクトン,頭足類及び群性魚の集
中する海域)の研究によつて,海洋学的特徴,r耳場の発達と鯨の分布の間の
直接又は間接の関係を切らかにすることが出来た。

餌場が非常に広い場合,鯨はここに継続的に残つて,ひろく分布している
のが見られる。大きくない鯨の餌場において,比較的ひろくない範囲内に集
中するが,こ こでは長く留つていない。

有用鯨種一―マッコウ鯨,ナ ガス鯨,イ ワン鯨,ン ロォガス鯨その他の鯨
の研究を進める間に年齢群別に見て,鯨の分布に特殊性のあることが確認さ
れた。

北部では主に,大きな成熟鯨が分布しているが,南部の暖海では,小さな
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牡や仔連れの牝が分布している。

このような分布状態は,特に,マ ッコウ鯨において明瞭に見られる。小さ

な牡及び牝は,普通北緯 50度以北に北上しない。唯,時たま秋頃,暖海流

の枝流にそつて,北緯 55度 まで入り込むことがある。

鯨の大小による分布の相違は必然的に生産面に反映している。このように

千島沿いの水域では, 主に体長 12.5m以下の小マッコウ鯨が多く捕獲さ

れ,唯 ,涸渉の期間中十~春 と秋一―ここで,大きな牡鯨が捕獲される。捕

鯨母船団アレウト号 (註―これより北方で操業している)は 12.5m以上の

大マッコウ鯨を主に捕獲している。

大平洋の北西部における鯨の分布は,極東海域におけるよりも,良 く知ら

れている。

日本海の北半部では,主に,ひげ鯨即ちコク鯨,ザ トウ鯨,イ ワツ鯨 ,コ

イワシ鯨稀にンロナガス鯨が多く棲息しているが,マ ッコウ鯨は,こ こでは

多くはない。マッコウ鯨には,少数遊遇することがあるが,それも毎年のこ

とではない。

ォホツク海においては,殆んどすべての有用種の鯨が棲息しているが,太

平洋の極前線附近の水域におけるよりも,数は少い。ナガス鯨及びコイワン

鯨は到る処に分布しているが,練群やその他の魚群が密集する場所に集中す

る傾向が強い。

マッコウ鯨は普通,千島列島,カ ムチャッカ半島西岸に見られ,オホツク

海の中心部へも入りこみ,更に騒 南々西部に達することがある。オホック海

上の豊富なる餌場では,ア ジア系のコク鯨及びセミ鯨が見られる。

ベーリング海には,マ ッコウ鯨,ナ ガス鯨,セ ミ鯨,ン ロナガス鯨,コ ク

鯨 ,コ イワシ鯨が常に懐息している。しかして,イ ワン鯨,セ ミ鯨や,ホ ッ

キョク鯨は稀である。ベーリング海の中央部では,マ ッコウ鯨はアナディル

湾 (】ヒ緯 62度)の線まで,深海部にそつて北上するが,沿岸浅海部には,オ

リュートルスキー岬 (北緯 60度 )よ り北方では見られない。_ベ ーリング海で

は,殊に大きな単独の牡が見られたが,牝に遭遇することはなかつた。

ナガスクジラ科は,こ こでは到る所で見られるが,その数は年によつて顕

著な消長がある。

セミ鯨は,一般に北緯 56度 より遠く北へは北上せず,夏及び秋には,ベ

ーリング海の南部まで涸渉する。

ホッキョク鯨は,主にベーリング海北部に多く分布し,冬期,夏期には稀

―- 23 -
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に,北緯 60度 まで南下し,北緯 56度附近まで南下することは非常に稀な
ことである。

コク鯨は,主にベーリング海咲から,チ ョムヌイ岬 (北緯 61度)ま での
沿岸一帯及び極 く稀であるが ,オ リュー トルスキー岬の近 くに至ることがあ
る。コク鯨の捕

'宣

停止以後 (1946年後)は ,同 重ヽの総数は ,増加したことは
切らかである。

チュコットスコエ海 (註 :ベ ーリング海咲北部)では, ひげ鯨 (ン ロナガ
ス,ナ ガス,ザ トウ,ホ ッキョク,コ ィワシ鯨ゃコク鯨)が南東部に重点的
に集合している。同方面の海域では,夏期,氷が融解するが ,鯨の数量は年
によつて不同である。餌料となる動物性プランクトンの発生の良好な年 (例
えば 1939年)には,一方から,同海域の米が融解して,他方からベーリン
グ海咲を越えて,暖海流がア、り込み (筆者の観察によれば)ナ ガス鯨 ,ザ ト
ウ鯨や若干のンロナガス鯨が可なり多く密集した。

1948年の 9月 に調査船プウルガ号で調査した際,該水域において,餌料
となる動物性プランクトンの発生が不良で,鯨の分布は非常に少なかつた。
同海域ではコク鯨が普通に見られる。年により風が遠 く北方へ流】くを追い

胸 ・ ′″,・ ′♂
`,°

r,′

′,′
°

第 12図  極東海域及び太平洋千島水域における,産業的種類の鯨の分布
状況。(エム・エム・スレプツォーフ作図)

払 う時には,こ の種の鯨はベーリング海咲から,シ ュミット岬 (大体北緯 69

度 ,西経 180度)及びウランゲル島まで分布する。

】くが張りつめ余り解けてない時は ,コ ク鯨はコリュチンスカヤ湾 (註 :北

緯 67度 ,西経 175度 )附近より遠 くtよ行かない。コク鯨は流
'K帯
に自由に入

り込んで,小さな)K間水や ,】く湖などを好んで懐息する。

チュコットスコエ海においては ,歯鯨の種類中ンロイルカ,シ ャチ,稀に

は , イッカクや打ヽ型いるか (イ ンイルカ (P力つて,αι′夕0ゲ♂と,s♂と7″ケ), ネズミイル

ヵ Pttθ,?″α υO"ι″%α))が見られる。

鯨の一般分布状態

は第 12図に示され

た通 りである。

我々の観測によれ

ば, 1951,1953及 び

1954年に,太平洋の

北西部において,千

島列島から東方 600

～1,000i里の附近に

鯨が11当広範囲に分

布していた。 (第 13

図参照)

大洋上では ,ひげ

鯨は頭又tよ 2～3頭

の群をなして,懐息

している。マッコウ

鯨は 5～6頭から30

頭位が夫々群をなし

ているのが見られる。

通常 ,鯨群は若い牡

牝よりなるか,又は ,

1頭の大きな牲によ
つて,率いられた 15

～ 25頭の牝よりな
つている。

第 13図  1953年及び 1954年 の千島沿岸,カ ムチャ
ッカ半島沿岸及び太平洋北西部の外海における鯨の

分布状況。(エム・エム・スレプツォーフ作図)

―- 25 -―

△ ０
０
●
△

△
　
●

Δ
′■・ ′レが

J“

△
６

△ ヽ
  。

●

..,′
〆
・

0 
こ

０

ロ

△
０
●

盗

０

●

０

０

ナガス鯨
ンロナガス鯨
セ ミ鯨

ザ トウ鯨
ヨク鯨

● シャチ
・
 ホ ノキョク鎌
ロ ツチ鯨
● イ ワン鯨
0コ イワン鯨

.マ フコウ鯨

▲ヾ
珍 厖

∽ ∽

吻

●
°

0

●
∽

0

▲
ぬ O

物

○

りヽ
り”口％ぉ▼○

gttb宅

0

∽
¢

避 .「
▲

′鬱蜜P
▲

協7カポウクジラ厖囲ナィス鯨 (多 ),

0マ乙吊懇愚下) 
ヨイワシ館

0ヨ

○
マ
(100

ガ ス錬

(10 頭以 と)
ク鯨

▲

り
鯨

- 24 -



|

||

「

|

|

‖
旧

‖
|

‖

大洋上では,大型鯨の外に,ス ジイルカ,マイルカ,カ マイルヵゃスナメ

リの群が観察された。

(6)鯨 の 涸 沸

ホッキョク鯨 ,シ ロイルカ及びイッヵクを除いて,すべての鯨は,秋の終
りから冬の初めにかけて,餌場を去つて,亜熱帯水域ア_は南部温帯水域に涸
渉するのである。時には ,冬季餌場に残留するものがあるが ,恐 らく,性的
未成熟のものか,又は仔を産まない牝であろう。
極東海域や千島列島,コ マンドルスキー群島,ヵ ムチャッヵ半島の東岸の

太平洋の北西部において,商船や漁船の船長の直接の観察によつて,冬期で
も鯨が棲息することが確認されている。

年により,ド ッコウ鯨 (牡及び仔をつれた牝)が冬期には ,ォ ホック海の
南部にとどまり,唯 この地区が結 ,Kし始めるたときだけ,こ こを去る。1946

年に南千島において,北西風によつて,多量の流氷がもたらされ ,こ れが南
千島の諸海峡を閉ざし,鯨は海へ出られなくなつた。この結果 ,国後島の北
端部に数頭の仔連れの牝マッコウ鯨が氷にはさまれて死に,海岸に打ちあげ
られた。同様な事件が 1930,1932及び 1934年に ,日 本の捕鯨業者によつ
て,報告されている。春三月及び四月の初めには,越冬したらしい鯨が見ら
れる。この当時は鯨はまだ,こ の附近に多くない。更に遅れて四月又は二月
には ,日 本海の北部に涸渉する鯨が出現する。それらの一群は ,間宮海峡を
通 り,他の群は宗谷海咲を越えて,ォ ホック海の南部に至 り,そ こから樺太
の東海岸にそつて,北上するか又は千島列島へ移動する。 このようにして ,
四月の末から五月の初めに亘つて,南千島から中部千島において,マ ッコウ
鯨や,ひげ鯨の数が増加する。
この頃には,千島沿いの水域の北都,カ ムチャッヵ半島の東岸 ,コ マンド
ルスキー群島及びアリュウシャン列島では,鯨の総体の数はまだ多くない。
鯨は五月の終りか ,六月の初には ,こ の附近に到着する。
太平洋の北西部から,マ ッコウ鯨 ,ナ ガス鯨 ,イ ワツ鯨やセミ鯨が ,千島
の諸海咲を越えて,ォ ホツク海に入る。ベーリング海へは ,鯨はカムチャッ
カ半島とコマンドルスキー群島との間及びアリュウシャン列島との間の海咲

を越えて入り込む。

捕鯨船や調査隊の海洋班の観測によれば,千島沿いの水域では,鯨は南方タ
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南東方又は東方から接近し,カ ムチャッヵ半島の東海岸へは東方,南東ヌ_は
南方から接近する。オリウトルスキー湾では,鯨は南東から,アナディルス
キー湾では南画方から接近する。

チュコットスコエ海では,鯨は可成り遅く,六月の末から,七月の初め頃
に,或は更に遅れて到着するこ‐とが屡々である。
コマンドルスキー群島へは,春の涸渉路により,又ォリウトルスキー湾 9ヒ

方)側からと,系統的には,ア リウンャン列島側から来渉する。
秋には,九月の末と,十月の初めに,極東海域及び太平洋の北東部から鯨
の南下が始まる。チュコットスコエ海から鯨の一群が,ア ラスヵの方向へ向
い,他の群はチュコットスコエ海岸に沿い南下する。
1948年 9月 にはベーリング海峡に於て筆者は,ザ トウ鯨 ,シ ロナガス鯨 ,
ナガス鯨がメチグメンスキー湾へ東方又は北東方から,又は同方向より,オ
リウトルスキー湾へ入り込むのを観察した。1948年 9月又は 10月 の初め
には,マ ッコウ鯨とナガス鯨が,オ リウトルスキー湾及びアリウシャン列島
の方面から,コ マンドルスキー群島へ移動し,そこから南方又は西南方へ向
つた。この頃には鯨の一部は,コ マンドルスキー群島から東方,ア リュシャ
ン列島の方向及び南東方の外洋へ向つた。

九月や十月には,鯨は外洋方面,北東ヌ_は東方より千島列島へ接近し,東 ,

東南又は南方へ向う。

秋,オ ホック海から,鯨は千島列島の諸海峡を通つて,大洋へ出る。一部
の鯨一
イワツ鯨 ,ナ ガス鯨 ,マ ッコウ鯨 ,コ イワツ鯨 ,シ ャチーーはオホッ

ク海の南部に十月まで,更に十一月まで停滞することがあるが,その後は南
千島の諸海咲を通つて外洋へ出る。

日本海北部からは,十月や十一月に,日 本海の沿岸にそつて南方へ移動す
る。鯨の涸渉状態の一般的特徴について,肉眼的観察を基礎にして論んずれ

ば,以上通 りである。

極東海域や太平洋の北西部における鯨の涸渉は,鯨群の地方性,即ち,鯨
群の種類は地区別に分離して居るか,ど うかについての問態に直接関係があ

る。

残念ながら,現在,こ の問題を解決するに,必要な情報をもたない。この

方面の海洋では,鯨群の地方的種類が単一であることは,その形態学上の特
徴と生態学的な点が相似ていることから証明されるであろう。しかし既に日

本とソ連の両捕鯨関係者によつて,開始された鯨の標識調査の結果を待つて
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監五4昂晃呉民森堅名羹鍛晶ta隷ミ、〔て,荘納騨ま狙3頭ぬ2

習写I;贔と橿え島電&嚢ご盈伊兵ζ畷融な蜃累ζ乳俺ξ嵐ご1糧筆異亮法
間もなく,その標識を回収することが出来た。千島列島

の耳ヒ部で標識された

三頭の大形マッヨウ鯨のうち,一頭は三週間後に,択捉島
において再捕され

女
=。

この問題が判明する迄,我 々は太平洋における北半球
の鯨を,南半球の鯨

と定期的にユ昆和する単一の鯨群として,研究している。ア
ジア系とアメリカ

系の両系統の組成は,我 々の意見によれば,季節的であ
つて,不変的な性質

は無い。鯨の季節的に限られた漁場に分布する
ことは特定のある種類の遺伝

学的近親関係に依り条件づけられるものでなく
て,餌場の分布並びに交尾と

哺育の時期及び場所が,こ れを条件づけるのである。

のぞ鍛品こ誓言隻拿雲駐茫亀彗酷ほどヒ盈錘誓写昇穏IK肇財 亀禁曇猛埋

息する鯨は小群に分離するが,それは到る処で,常に起る
一時的な性質のも

のであると考え得る。                       .

(7)歯 鯨 及 び ひ げ 鯨 の 生 殖

鯨の生殖の生物学的研究は,先ず産業上重要な各鯨種
の繁殖力の研究に全

力を傾注された。

各鯨種の生殖の生物学的研究程度は,その捕獲頭数
の多少によつて相違が

ある。極東地方のソ連捕鯨業において,マ ッ
コウ鯨及びナガス鯨が,捕獲頭

数め点で首位を占めているので,その生物学的研究は,他
の鯨種よりは,遥

かに充実している。

ボトルノーズ,ツ チ鯨,シ ヤチ,コ イワツ鯨その他小さないるか
の如き種

類の生殖の生物学的研究は,極東地方における縮獲頭数が少
いので十分では

ない。 ・

1947年から 1954年迄生殖に関する生物学的研究は,各種鯨 3,(l(10頭以

上にわたつて行われた。 (第 3表)                .I牡
については,睾丸の大きさ及び重さを測定し,副畢丸内の精子の有無を

見るために,検銃用ガラス塗沫標本を採取し,又組織学者の研究用に手キ
の
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第 3表 鯨の性別組成表
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試料を採集した。

牝については,測定された乳腺,子宮,卵巣の状態について,特に記録し
た。

卵巣については,濾胞の大小及び数,妊娠黄体並びに,旧黄体 (萎縮した
姪娠黄体の痕跡―一COrpora albicantia)の 存在を特に記録した。

性的成熟鯨と未成熟鯨の卵巣の状態を精確に調べるために,卵巣,歳壬娠黄
体及び旧黄体の試料を採取した。採取された資料は目下研究されつつあり,

その結果は,ご く近い将来に発表されるであろう。
マッコウ鯨の睾丸の調査は,体長 10,7m(註 :35「尺)に達すれば圧倒的
多数のものが,成熟した精子が存在しこれによつて,我 々は,体長 10,7m
又はそれ以上のものは,(例外は稀で,我 々の資料中26例に過ぎなかつた。)
実際上性的成熟に達すると認める。性的成熟の年齢は, マッコウ鯨の牝で
は,2年 より若干早い。
妊娠鯨及び其季節に妊娠を完了して乳分泌中の牝鯨の割合は年にょつて,
60～70%の間にありこれに対して,子を産まぬものは 30～40%でぁる。
性的未成熟の牝鯨は,偶然的に極く稀な例として,捕獲されたもので,一群
中のその頭数比率を得る事は出来なかつた。

妊娠した牝には,通常単胎が発見される。双胎は,非常に稀にしか見られ
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ない。乳分泌中の牝で,妊娠している場合は,又稀にしかない。調査された

胎児の大きさは 6～470 cmで 8～50mm以下のものは発見されなかつた。
只二回妊娠初期の胎児が発見された。前記の如く,胎児が大きいことより,

牝は千島沿いの水域以外で,受胎されるものであることを証明し,若 しこれ
が千島水域内で,偶然に起つたとしても非常に稀である。調査された胎児の

中で,51%力 牡ヽで,49%が牝であつた。
妊娠鯨,妊娠後で乳分泌中のもの及び仔を産まない牝の捕獲頭数の相関々

係は,年 1回ではないが,2年に 1回 より多く妊娠する動物に非常に近い
ことを証明する。胎児の大きさ,交尾時期,仔の鯨から判断して,マ ッコウ

鯨の牝は毎回 1年半 (10～ 11月 妊娠,5～6月授乳,後 1ケ月=一体止)毎
に分娩する。マッコウ鯨の繁殖力についての我々の結論は,Matthews(76)
の意見と一致してはいない。 (註― マッコウ鯨の妊娠期間は 15～18ケ 月と

さ′化ている)

千島沿いの水域において,特に南部及び中部千島附近において,主 として

若い牡群や仔連れの牝鯨が停滞し,そ のハレムが,色丹島から南東へ 200～

300浬附近において見られ,それより近くでは稀である。北千島水域におい

て,仔連れの牝は稀にしか見られない。
′

ナガス鯨の生殖についての生物学的研究には,多 くの資料が集められた。

千島沿いの水域において,ナ ガス鯨で調査された牝 1磁 頭の中,43.9%は
未成熟鯨であつて,21,3%は姪娠,23.9%は仔を産まない鯨,10.9%は
その時節に授乳期が終つたものである。以前に集められた資料と,その後に

得られる資料との対比によつて,ソ連の捕鯨漁場におけるナガス鯨の年齢及

び性別組成は,いずれの年でも,絶えず変動していることが示された。 ア
ー・ゲー・トミリンの資料 (61)に よれば,母船アレウト号によつて捕獲され

た牝 74頭中,妊娠したものは 24.2%で ,その他は未成熟,乳分泌又は休
止中のものであつた。べ

=・
アー・ゼソコヴィチの資料 (19)に よれば,牝

341頭の中,妊娠鯨はわずかに 17.3%で ぁつた。筆者の資料 (1952)に よ

れば,1947年 及び 1948年に捕獲された牝のナガス鯨の調査頭数 112頭中″

妊娠中のものが 22.3%,体止中のものが 13.4%未成熟が 64.3%でぁつ

よこ。

ナガス鯨の牝の体長及び成熟度 (註―性的成熟度の意味である。以下も同

様)の関係は甚だ一定していない。例えば,体長 18～19m(註 -59～62央 )
の牝で,未成熟鯨は 22～27%で ,成熟鯨は 73～78%でぁつた。 体長
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17.7～ 18.5m(註 -58～ 61呉 )の ものでは ,成熟鯨の割合は 28～30%にすぎ
なかつた。他方妊娠鯨で体長 17,7及び 17.9mの ものが見られた。
ナガス鯨で調査された胎児の大きさは ,45～ 590 cmでぁる。これより小
さな胎児は見つからなかつた∝ 普通単胎性で,双胎は 2回だけしか例がな
い。胎児の吸収の場合は認められないが ,器管発育の崎型 (尾羽,立羽,尾
柄)が屋々見られた。崎型児について,あ る興味ある例が 1954年に見られ
た。体長 4mの ナガス鯨の巨大な胎児で,上頚骨が著しく発育不良で, そ
の前端が幸 じて,限の前部までしかなく,鼻孔が両側に移動し,更に口因喉の

孔が非常に前方に転位していた。(第 14図 )

第 14図  鯨の大きな胎児の崎型

ンロナガス鯨 ,ザ トウ鯨及びイワン鯨の生殖については,余 り知られてい

ない。捕獲されたンロナガス鯨の統計学的資料から,・未成熟及び成熟鯨の頭

数比率は,各年を通 じて大体変 りがない事が明かである。 成熟体長は牝で
22.5～ 24m(註-74～78氏 )で ,牡では 22～23m(註 -72～ 75只)でぁ
る。 (註一日本の B周査では牝 72-74央 ,牡 69-70民 と推定されている)
ザ トウ鯨の妊娠した牝の最小体長は平均 10.9～mm(註 -36哭)で ,成熟
した牡の最小体長は 10.7～10.3m(註 -35央)でぁつた。胎児の大きさは ,
30～310 cmで ぁつた。ザ トウ鯨の牡牝の生殖器の研究によつて, 餌場にお

ける滞在期間中にも,性の周期的変化が中断されない。何故ならば,卵巣の

濾胞が大きく発育を続け,成熟した精子が見られたからである。
コイフシ鯨の研究は不十分である。多くない資料によつて,牝の成熟最小
体長は 6.9～7m(註-23唄)で ,牡は 6.5～6.8m(註 =22吹 )でぁること
が推定された。極東海域と北大西洋で捕獲されたコイワシ鯨の成熟体長は ,

両者殆んど同様である (76)。 調査された胎児の体長は 25～175 cmの 間で

あつた。

シャチ, ボトルノーズ, ッチ鯨の生殖については, 更に研究数が少い。
シャチの牝は体長 5。 2～5.5mで 成熟体長に達し,牡の成熟体長の最小は
6.5～6.7mでぁる。今までに知られている最大体長は牝で 7.9m,牡で
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は 8mであつた。牝は年一回の繁殖を行うことはない。これは,生殖器に
最近分娩の痕跡が見られないで,しかも妊娠していない個体数の比率が大き

いことが確認されているから,こ れによつて推定されるのである。

ボトルノーズの妊娠した牝の体長は 7.5～8.9mの 間である。牡の成熟体

長は 7.8～ 9。 2mでぁる。調査された胎児の体長は 80～ 135 cmで ぁる。ツ
チ鯨の牝は 9.8～ 10。 3m(註 -32～34央)で ,牡は 9,0～■.4m(註 -30～
37唄)で成熟体長に達する。
マッコウ鯨及びナガス鯨の牝の年齢は Wheeler及び Mackintosh(85)に

よつて研究された方法によつて判断することが出来る。 Laurie(73),Mat‐

thews(76)及 び Brinkmann(68)が ,これに従つて研究しており,筆者は更

に,これより精しく研究した。その方法は,妊娠黄体及び旧黄体 (CarpOra
albicantia)の 数を計算することにある。 マッコウ鯨の黄体数と牝の体長と

の関係は第 4表に示されている。

第 4表 マッコウ鯨の牝の年令算定

体   長 (m) 雄娠黄体及び旧黄体数 年   令 (年 )

口尺)である。          .
マッコウ鯨 (他の鯨種も同様)の牡の年齢を判定する方法は,完成されて
いない。マッコウ鯨の牡は牝より急激な生長速度を有することを考慮して,

母船アレウト号によつて捕獲されたマッコウ鯨の牡の年齢は 6～7年で,千
島船団によつて捕獲されたものの年齢は 4～5年のものであると算定される。

前述の点より見て,極東海域及び太平洋北西部においては,性的に又肉体

的に成熟に達していない鯨が,産業上の基礎をなしていると推論される。

(3)捕 鯨 成 績 の 分 析

極東海域及び太平洋北西部における第二次世界大戦前及び戦争直後の諸年

における鯨の捕獲頭数は多くなかつた。ソ連の最初の捕鯨母船アレウト号の

捕鯨業の発達は,第 6表に示されている。

第 6表 アレウト号捕鯨船団の捕獲頭数
(1933-1947 4F)

年

10,7-11.0

10.1-12.5

13.8-14.5

2～3

3～4

5～8

5.5^″ 6

7.5- 3.5

12.5～ 14
次

ツ

　

　

ヤ
　
　
チ

コ
　

ク
　

鯨

ツ
　

　

チ

　
　

練

イ
　
ワ
　
ツ

鯨

シ
Ｆ
ナ
ガ
ス
鯨

其

　

の
　

他

年齢数 2年で牝は性的成熟に近ずき,妊娠期間は,毎回 10～11ケ月であ

つて,最初に分娩する牝は 3年 目である。

牝の年齢を知る方法によれば,ナ ガス鯨は次表の通りである。(第 5表 )

第 5表 ナガス鯨の牝の年令算建

体   長 (m) 十 女任ウ′辰黄体及び旧黄体数 年   令 (年 )

17.7-18.5

18.5-19.5

19.5-20.5

2-3

調査されたナガス鯨の牝の大多数は,年齢 3～8年と算出され,高年齢の

牝は稀である。捕獲されたナガス鯨の平均年齢は 5～6年を越えない。

母船アレウト号 21れ22年間に捕獲されたマッコウ鯨の平均体長は 14m

(註-46F尺)でぁり,千島船団のものでは 5～6年間で 12m(註 -39～4(l

-32-

1

3～4

５７
密
９４
・・３
・９８
６４
・５６
２．３
・９４
２．５
２．６
５０
別
３．６
莉

２。４
翻
観
５。．
４．９
篇
網
櫛
闘
５５４
網
２．４
路
４６６
６．０

３

６

８

”　
一　
一

2

5

7

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

109

150

203

210

146

104

238

161

243

203

132

141

131

117

129

一

２

一

一

１

一

４

一

２

３

一

３

１

２

一

26366381

ゝ

総

　

頭
　

数

ザ

ト

ウ

鯨

マ

ョ

ウ
鯨

ナ

ガ

ス

鯨

１

１

３

２

一

一

一
　

３

・２

　

一

５

２

４

・１

１

2422

２６

５．

鶴

鶴

５９

４３

４

調

７

・２

２９

一

１

・０

・０

２
５４
３４
鬱
・４
５４
２９
Ｔ
５７
・０１
∞

一
拗

一
一

５

２

１

５

一

一

一

２

９

２

一

一

１

２

一

３

１

　

一
　

一　

１

　

一
　

一
　

一　

１２

　

一
　

一　

２〇

　

一
　

一
　

一

１

６

３

１

一

２

１

２

５

７

１

一

一

６

一

合計

-33-

45 18



主要鯨種の平均体長には,大きな変化は認められない (第 7表)。 アレウ
ト号母船団による 21年間のマッコウ鯨の捕獲状況を見るならば,捕獲され
たマッコウ鯨の平均体長は 14.07mで あつた。これは母船の操業水域におけ
るマッコウ鯨の体長組成が,比較的不変であることを証明するものである。
同じ事が, ナガス鯨についても言われる。 即ち,捕獲されたナガス鯨の
21年間にわたる平均体長は,戦前のいづれの年におけるよりも高い。 この
様に,母船アレウト号船団によつて捕獲された産業上重要な鯨種の捕獲鯨の
平均体長は,その資源の状態が良好であることを示すものである。

第 7表 鯨体の種類別平均体長
年   次 マ ッコウ鯨 ナ ガ ス 鯨 ザ トウ鯨 ク 鯨

例えば,イ ワシ鯨 ,ン ロナガス鯨,ザ トウ鯨の如き捕獲の少い種類の資源

も,比較的安定であつて,イ ワン鯨の捕獲鯨の平均体長は 5ヶ年間 (1949～

1953年)には,15。 23m(註=50F尺 1吋)で ,ツ
ロナガス鯨は同じ年間に

22.22m(註 -72F尺 11吋)(第 3表),ザ トウ鯨は 19ケ年間に 11.68m

(註-38F尺 4吋)であつた。ア
'レ ウト号船団が,ベーリング海の北部で操

業した当時は,ザ トウ鯨は頻繁に捕獲され ,鯨体は南部よりは大形であつた。

第 8表 千島に於ける捕獲鯨の平均体長
(1949～ 1953年 )

年 次 ロナガス鯨iザ トウ鯨

1983

1934

1935

1936

1987

1938

1989

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

14.77

15.29

15.35

14.47

14.95

14,39

14.93

14.66

14.22

14.10

13.86

13.62

14.28

13.70

13.46

13.12

13.4(l

13.10

13.20

13.10

13.60

14.07

(21年間)

18.45

18.84

18.30

18.74

18。 19

18.28

18.24

18.25

18.10

18.30

18.00

18,67

18.74

18.43

17.92

18.69

18.5(l

18。 10

18.60

18.70

18.80

12.30

12.46

11,90

12.28

11.80

12.08

11.92

11.55

12.20

11.30

11.20

11.00

10,88

10.39

11.63

11.60

10,70

12.30

12.50

11.68

(19年間)

1949

1950

1951

1952

1953

12.50

12.20

12.00

11.60

12.20

18.80

19.00

18.60

18.40

18.50

13.90

15.10

14.60

13.80

14.(X)

22.70

21.10

22.∞

22.50

13.20

14.00

12.20

13.10

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

12.23

12.35

12.49

10。 93

10.40

11.34

11.89

10.39

11.14

12.10

11.20

10.50

11.54

(11年間)

平 均 体 長 15.28 22.22 13.20

千島捕鯨船団 (註―根拠地式操業である)は ,1948年にようやく活動を開

始した。その後の年には,二つの捕鯨船団によつて捕獲頭数は増大を見た。

(第 9表)    °

第 9表 1948～1954年間の鯨の捕獲頭数

次 ア レウ ト号船 団 千 島 船 団 合 計年

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一

０

要

超

経

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

4ω

l147

1678

1721

2116

1307

1582キ

1280

2015

2381

2606

3130

2858

2695

勁
鴎
７０３
弱
０・４
ｍ
・・３

計算されていない

総 計 6454 10511 16965

Ⅲ浮鯨中に流失した鯨は含まない。

1948年 と比較して,捕獲頭数は 2～2.5倍に増加した。ソ連捕鯨業の最大

捕獲頭数は,千島列島の近 くで捕獲されるようになつた。
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捕鯨業の発達は,ソ連の国民経済の一般的生長,即ち,捕鯨業による生産
物に対する需要の増大と密接な関係を有する。

1948年から 1954年 まで,合計 16965頭の鯨が捕獲され,種類別に,そ
れを分類すれば第 10表に見られる通りである。

捕鯨母船アレウト号によつて捕獲された種類別捕獲頭数は,年別に第 11

表に示されている。

第 10表 1948～1954年間の種類別捕慶頭数

類  アレウト号船団捕獲頭数 |千島船団捕獲頭数 I 合 計

ヵムチャッヵ半島東海岸,コ マンドルスキー諸島,ベ ーリング海南部にお

ける捕獲頭数,特に千島沿岸水域に於けるマッコウ鯨の生産面の増大と関連
して,こ れらの方面の鯨の資源状態を常に監視することが必要となつた。こ

の目的で,捕鯨船の当直士官及び砲手は毎年,鯨の発見頭数と,捕獲頭数の
合計数の記録を行つてぃる。多年あ資料によれば,捕獲と発見頭数の比率は
1110～ 1:35の間であることが確定された。
観測の誤差即ち,鯨の発見頭数の不正確,一頭の同じ鯨を種々の捕鯨船の

責任者が数えることを考慮しても,全部の発見鯨から捕獲される比率は 8～
35%と算出され,平均大体 12～15%でぁる。

第 12表 千島船団の種類別捕獲頭数
1951 1952

IЮ
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第 11表  アレウト号船団の種類男U捕獲頭数

類 119481194911950 195111952,1953 19541   計

1051  1113 1     6454

千島捕鯨船団によつて捕獲された鯨種別捕獲頭数は,年別に第 12表に示
した。 マッコウ鯨が, 生産の基幹をなし (80.6%), 第二位が, ナガス鯨
(12.4%),そ の他の鯨は生産上非常に低い地位を占めている (7%)。
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計 1582 10511

工浮鯨中流失のものを含まず。

この鯨の捕獲率は,法外に高いことはない。何れの年においても,鯨の餌
場の餌が豊富であるときは,捕鯨漁場に鯨が多数集中し,捕獲率は 8～ 10%
に低下する。鯨の数の少い年には,捕獲率は増大する。
千島沿いの水域の鯨の捕獲頭数を特に注意して分析した。 この方面では,
間断なく大量に,小さなマッコウ鯨の群,即ち小さい牡 (10～11.5m),(註―
33～38唄)と 牝,牝の 30%ま でが仔連れの群にぶつかるのである。巨大な
牡マッヨウ鯨が,春秋の涸渉の時にのみ見られ,千島沿いの水域の北部地方
では,巨大なマッヨウ鯨はその餌場で長い間停滞している。南部及び中部千
島沿いの水域において,主に 10.7～■.6m(註-35～38唄)の小さい鯨が
捕獲される。この情況に対して,ソ連漁業省及び科学調査機関即ち,ソ連海
洋科学アカデミー研究所,太平洋海洋漁業学研究所の注意が向けられた。産
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業事情に関する研究の結果,漁場の分割について再検討し,南千島水域にお
いて,鯨の捕獲量を減じ,大型鯨が比較的多く分布する北千島において,捕
獲量を増加すべきであるとの結論に達した。

前記の如く,極東海域に懐息する鯨のすべての種類が産業的に利用されて
いるのではない。コイワツ鯨 ,シ ャチやツチ鯨のような種類は,大型捕鯨始
にとつて,左 して利益にもならぬので,偶然に,且大体極く少数しか捕獲さ
れない。

これに関して,小 口径の銘砲をつけた小型捕鯨船を建造することが,時宣
を得たものと思われる。かかる捕鯨船は日本,ノ ールウエー,ニ ュー・ジー

ランドその他諸国において,ひろく使用されて居る。ノールウェーの小型捕
鯨船は,北大西洋や,パ レンツ海において,毎年約 3,000頭のコイワシ鯨
及び数百頭の小型鯨 (シ ャチ,ゴ ンドウ,その他のいるか)を捕獲し,日 本
近海の小型捕鯨船は毎年 1,000頭以上の小型鯨 (コ イワシ鯨,ツ チ鯨,ゴ ソ

ドウその他のいるか)を捕獲している。これらは,小型百包や鈷銃で射撃して

捕獲する外に,網でも捕える。
ニュー・ジーランドの海岸では,小型であるが快速の捕鯨船が,良 く小型
鯨類ばかりでなく,ザ トウ鯨をも捕獲している。

北ヨーロッパの海域及び極東方面の。ィ毎域における小型鯨の資源に対して

は,小型捕鯨船団を創設することが緊要事であり,その創設に要する全費用
は,十分収支相償うものであることは,疑 う余地がない。

(9)鯨の年齢組成及び性別組成の統計的検討

千島沿岸水域,カ ムチャッカ半島の東海岸,コ マンドルスキー群島附近,

オリウトルスキー湾で捕獲される鯨の,種々の年や季節における年齢別グル

ープの組成は,最も集約的な生産をあげた数力年間の捕獲鯨の種類別,雌雄
別の体長別クラスを以つて示され得る。

北部及び南部における前述の捕鯨業の特殊性を考慮し,必然的に筆者は,

主として北部において操業した母船アンウト号と,南部を重点的に操業した

千島船団とに分割して,鯨の性別の年齢組成を検討した。

第 15図には,ア ンウト号船団によつて捕獲されたマッコウ鯨の体長別グ

ループの分布を示した。

過去数力年のマッコウ鯨の体長別グループで,何れにも捕獲の影響と思わ
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れる顕著な変化を生 じていない。 (第 15図参照)

体長 11.6～12mの マッコウ鯨の捕獲頭数の増加が,1950年に見られる
が ,鯨の捕獲頭数の比率は 29.7%(1950年において)を越えることがなく,

17.4～29,6%間 を変化している。

β″

猛j― ′4′ ―■ク

顕
　
数

′♂

θ

―■′ れ′―埼0  転′―続θ ′ち′″ >
体長ワl'グルーブ (m)

第 15図 アレウト号捕鯨船団の資料によるマッコウ鯨の体長別グ
ループの図 (1947～ 1954年 )

マッコウ鯨で,m.6～ 12.Omの体長別グループの総捕獲頭数は 8ヵ年間
の平均において,22.2%を 越えていない。

体長 12.1～ 14.Om即ち年齢 4.5～5.5年の鯨は,43.2%で ,体長 14.1

～16mの 体長は,大体平均 6～6.5叉は 7.5年 のもので,32.1%を 占め ,
最後に 16.lm以上のものは年齢 8.5年以上のもので,2%でぁる。
5556頭のマッコウ鯨の中,牝 288頭即ち 5.1%の捕獲があつた。

鯨の全生産高及び海上における数量の評価で,マ ッコウ鯨についで第二位

を占めるものはナガス鯨である。

本種の体長別グループの図は第 16図に図示されている。

ナガス鯨の年齢群の図は,マ ッコウ鯨と異り,年による増減の現象が顕著

である。 これは鯨の餌場の状況に関係して動物性 プランクトンの多少によ
り,捕鯨漁場へのひげ鯨の洞渉の程度が,著 しく相違することに原因するも

のであると説明される。、

漁場におけるひげ鯨の数量の周期的な消長は,その捕鯨業の面にも影暑を

及ぼすのである。

筆者の資料 (49)では,1948年 に,多数のひげ鯨が,千島近海 ,カ ムチャ

ッカ沿岸 ,コ マンドルスキー水域へ接近したのが観察され,これによつて,

捕獲頭数も増加した。
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次回に,こ れらの水域へ,ひげ鯨が特に大量に接近したのは,1952年で ,
第二回目は 1954年に見られた。これは ,その年のナガス鯨の捕獲高に同様
な反応を示している。動物性プランクトンの状況が平年並で,ひげ鯨の集中
の多くない年にtま ,ナ ガス鯨の捕獲頭数は ,各体長別グループにおいて大体
平均している。

′′ヽ′ア‐ア,テη
′夕,′ ‐/夕,,

,9,7‐をう, ′,`′ ,7_′ァjη

′′々 ′・′夕すγ

アレウト号捕鯨母船のイワツ鯨の捕獲頭数の少いのは,北部において,イ
ヮシ鯨の数量が少い結果である。

ザ トウ鯨の産業上の価値(ま ,些細なもので,8ヵ 年間にわずかに 71頭の

捕獲があつたに過ぎない。戦前 ,ベ ーリング海の北部において,多数の捕獲

があつたが ,今では殆んど捕獲されない。

ンロナガス鯨の生産も多くはない。ソ連船団の漁場では ,シ 滓ナガス鯨は

少い。ある年には ,シ ロナガス鯨が例年並より,遥かに多数現われることが

ある。例えば,シ ロナガス鯨の接近は,1952年及び 1954年に多かつた。シ

ロナガス鯨の体長は余り変化しない。

コイワツ鯨 ,シ ャチ,ボ トルノーズ及びツチ鯨は ,ア レウト号船団によつ

て,前記の理由により,極 く少数捕獲されたに過ぎない (第 13表 )。

第 13表 小型鯨の捕獲頭数 (ア ンウト号船団)

有:

頭

　
数

″
　
′
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体長別グループ (単位 m)

第 16図  アレウ ト号捕鯨船団の資冷Iに よるナガス鯨の体長別グループの図

北大西洋における Ruud(80)及 び JOnsg二 rdt(70)の文献及び極東海域に
おける筆者 (49)の 資料によれば,体長 17.4～18.4m(註 -57～ 60唄)の
もの1ま ,性的未成熟鯨が ,稀に見られるが ,体長 18.5～23m(註 -61～ 75
興)では ,性的成熟は鯨が殆んどを占めている。 (註一日本の調査で1よ性的成

熟体長は雄 58～59央 ,雌 60～62哭でぁる)
ナガス鯨の捕獲において,若年鯨と成熟鯨の比率tよ ,同一で年による変化
は少い。

ナガス鯨の捕獲頭数 1211頭中,630頭は 合 (52%),581頭 は ♀ (48%)
であつた。アレウト号船団の漁場への鯨の接近の多い年と,少い年における
ナガス鯨の体長別グループの変化が少いことより,ナ ガス鯨の資源状態は満
足すべきものであるとの結論を下し得る。

その他の種類のひげ鯨及び歯鯨の捕疫頭数は,極 く少いので,それらの資
源状態に影響はなかつた。ザ トウ鯨及びツロナガス鯨の如き種類の捕獲頭数

の少いことは,極東海域のみならず ,太平洋の北半球におけるそれらの資源
が大きくないことを証日ジ]するものである。

アレウト号船団の捕獲鯨の第三位はイワシ鯨である。1947～ 1954年にイ
ワツ鯨の捕獲頭数は全部で 108頭であつた。鯨体の大部分は ,体長 14.1～
15.Om及び 15,1～16.Om(註-47～ 52唄)の クラスに該当するものであ
る。
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アレウト号捕鯨母船団による鯨の生産に関して,得られた資料から,種々

の体長別グループの統計的変化が ,比較的安定していることが示された。

捕鯨船が沿岸基地を根拠に操業している千島沿いの水域では ,北部水域に

おいても,同様に,その生産の基礎はマッコウ鯨である。前記の如く,千島

沿いに,特にその南都水域に,。 い`て,主に雌雄の小型鯨の群が集中する。大

型マッコウ鯨は,春及び秋の涸渉の時にこの附近に現れる。

千島沿いの水域で捕獲されたマッコウ鯨の体長別グループの統計は第 17

図に示された通 りである。

1950年 (第 17図 参照)か ら,千 島沿いの水域において,マ ッコウ鯨の
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10.7～ 1l m体長別グループにおいて捕獲頭数が増加した。 このグループの

マッコウ鯨 tュ ,こ の海域の 7ヵ 年間の全捕獲頭数の 47.3%を 占めている。

例えば,11.1～12mの体長別グループの鯨の数は三倍に増加し, この体
長群の全頭数は,千島沿いの水域におけるマッコウ鯨の総捕獲頭数の 17%

を占めている。他の体長別グループでは ,変動は小さく,体長 12m以下の

小形と,体長 12m以上の大形マッコウ鯨と,その比率は,比較的不変であ
ることを実証している。マッコウ鯨の捕獲頭数 8591頭の中,牝は 1565*頭

であつた。 (*こ の数字は ,我 々の所で,1948年 の捕獲牝鯨の正確な資料が

ないので,これは推定頭数である。)
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第 17図 千島船団の資料によるマッコウ鯨の体長別グループの図

小形鯨は千島沿いの水域に集中するが,それ以外に,マ ッコウ鯨のこのよ

うな年令別グループの状態を意起する原因は,千島列島における沿岸鯨体処

理場の配置の不良によるものである。基地五ケ所の中,南千島に四ケ所が配

置され,唯―ケ所が北方 (幌筵島)にあるに過ぎない。

千島沿いの水域における捕鯨の経過の分析から,千島沿いの水域の南部か

ら,、 北部へ捕鯨業を転位せしめるよう,ソ連漁業省の正しい解決策がとられ

た。千島沿いの水域におけるナガス鯨の体長男Uグループの分布の変動は,北

方漁場の変動と余り交りがない。 (第 18図 )

ナガス鯨の捕獲頭数 1021頭の中,約 37%は牝であつた。

両船団 (ア レウト号と千島沿岸捕鯨)に よつて,捕獲されたナガス鯨の体

長分布を比較すれば,両者の間に本質的な相違がないことが指摘される。

これは,多分両船団が,7～8年間南方の漁場において,ナ ガス鯨を捕獲し

ていたことによつて,説切される。ベーリング海の北都,チ ウコットスコエ

海の南東部において,戦前アレウト号捕鯨船団が,多 くの大形ナガス鯨を捕

獲し,戦後には,捕鯨が行われていない。これに関しては JOnsg二 rdt(70)と

同意見である。
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第 18図  千島船国の資刈によるナガス鯨の体長別グループの図

即ち,北大西洋では,ナ ガス鯨が極めて多く,太平洋の北部では,わづか
であるとの結論を出すためには,捕獲頭数や,太平洋の北半球の各漁区別の
ナガス鯨の大きさについて得られた資料の程度では,ま だその材料が十分で

はない。南極方面,及び大西洋と同様,太平洋の北半球における餌場におけ
るナガス鯨に相違があることは異いなく,大形のものは,小形のものよりも
極水域に深く突入する。

千島捕鯨船団のナガス鯨の捕獲総数の変動は,年及び季節別に見ても,ア
レウト号縮鯨船団のナガス鯨の捕獲頭数の変動と,全 く一致している。

筆者の観察によれば,1948年の千島沿いの水域におけるナガス鯨の分布
は,ア レウト号捕鯨船団の漁場と同程度に多数見られた。しかし,千島捕鯨
船団において,経験を積んだ船員の不足及びデーゼル捕鯨船による捕獲の経
験の不足のため,ナ ガス鯨の捕獲が良好な結果をあげなかつた。
全ての体長別クラスについて,個体数は,大体同率で且,比較的不動であ
る。即ち性的成熟の個体と,性的未成熟の個体の相関関係は 1:1に近い。
鯨の発見頭数と捕獲頭数との比率 (1:8又は 1:10)に よつても,ソ連の捕

鯨業は,現在捕獲しているより遥かに多数のナガス鯨を捕獲することが出来
るであろう。

千島沿いの水域において,イ ワシ鯨は,カ ムチャッヵの東海岸や,コ マン

ドルスキー諸島におけるよりも大量に発見される。これが,千島船団がなか
つた戦前におけるイワツ鯨の捕獲頭数の多くなかつた原因である。

千島列島における捕鯨業の開始以来,イ ワシ鯨の捕獲頭数は年々増加して

- 43 --42エ



いる。日本沿岸及び千島沿いの水域におけるイワツ鯨の捕獲は,好成績であ

る。北方水域では,余 り多くないことは,恐らくイワシ鯨が南方の餌場に停

滞し,極 く少数のものだけが,北上するためであろう。

千島沿いの水域におけるイワシ鯨の数が相当多いのにも拘らず,その捕獲

頭数は矢張り多くない。7ヵ年間の捕獲は,イ ワン鯨 594頭で,その中 72%
が牡,牝は 28%に過ぎない。大部分の鯨は,13.1～ 14.0,14,1～15.0,15.1
～16.Omの体長群に該当する。
これらの地区に対して,餌場としての普通の状態にある年には,イ ワシ鯨
の年齢別グループは比較的安定している。

ンロナガス鯨の体長別グループは,年によつて多少の変化がある。千島船

団及びアレウト号船団の漁場において,成熟鯨と未成熟鯨との比率は略同様

である。

例えば,1952年 及び 1954年の夫々の年において,ツ ロナガス鯨の捕獲頭

数は増加したが,その時でもンロナガス鯨の数は,ナ ガス鯨やイワツ鯨の数

に比較して,数倍少なかつた。

戦前,ア レウト号捕鯨船団は時には,ベ ーリング海の北部又はチウコット

スコエ海まで北上したが,こ こでは,ン Fナ ガス鯨は少なかつた。

ザドウ鯨は捕鯨業上ンロナガス鯨と同一地位にある。

捕獲された個体 61頭の中,合 32頭 (52.5%),♀ 29頭 147.5%)で ,

成熟鯨の捕獲頭数は 62%,未成熟鯨は 38%でぁつた。

千島沿いの水域におけるコイワシ鯨,シ ャチ,ボ トルノーズ,ツ チ鯨の捕

獲は北方の捕鯨漁場と同様に,余 り多くはない。 (第 14表 )

(10)結   論

1)極東海域及び太平洋の北西部において,歯鯨の種類の中,マ ッヨウ鯨
の外に,捕獲頭数は少数であるが,シ ャチ,シ ロイルヵ及びツチ鯨,それか

ら非常に稀であるが,ボ トルノーズがある。

多くのイルヵ科のものと共に,小型歯鯨のあらゆる種類は,ソ連捕鯨業の

将来の発展のための有用資源と認められ得る。

ひげ鯨はコク鯨,ホ ッキョク鯨,セ ミ鯨を除いて,多少の差はあれ捕鯨業
の対象となつて居り,捕獲頭数はマッコウ鯨についで,第二位を占めており,
ンロナガス鯨及びザ トウ鯨以外の種類のひげ鯨 (ナ ガス鯨及びイワシ鯨)の
資源は,捕獲頭数を 1.5～2倍に増加しても十分である。
極東海域及び太平洋の北西部で見られる歯鯨亜目の種類目録に,カ マイル

カの新種 (='αどηοダ勒 cカクS9解α′先Slepzov 1955)が 追加された。
2)極東海域及び太平洋の北西部において,ナ ガスクジラ科の鯨は,動物
性プランクトン,頭足類及び群性魚を常食とする。ある季節には,ナ ガス鯨
とイワン鯨は専らスルメイカ (0切″ιαSサ″砂力盗 s廟閉彦 ″効佑盗)を摂取す
る。ナガス鯨の胃の中で 2,000～ 5,000匹 のイ＼力で,総重量 80()～ 1,000 kgぁ

るものを発見したことがある。

シロナガス鯨は実際に群性魚を捕食しているが,こ のような事実は,従来
知られていなかつた。

マッコウ鯨の貧辱は,先づ第ァに,頭足類であつて,20～ 21種類のイカが
見出される。しかし乍ら,餌の中で基本的なものは最も多量に,且広範囲に

分布している3～4種類のイカ,ドスイヵの類 (C.デαう″崩チ,C."困内ι″l,タ コ

イカ(G."抱″カカ欝),ホ ウヅキイカの類(a´αυ。,(F.瞬阻 どα),であつて ,
これらは,マ ッコウ鯨の胃を充しているものの中 80～85%を占めている。
マッヨウ鯨の餌の中,イ カに次いで,多 くの種類の魚類があるが,主に底棲
魚トウジン,ミ ヅウオの類 (Cο炒 肋

"0脇
ゐS,.,拗 勘埒コ錮吻乃ヵ暦)で ,

ガンギエヒ (勁αM崩瑠
"の
も稀ではなく,1～2.5mの体長の鮫が屡々

見られることもある。

各種のイルヵ科の小型鯨では,餌は頭足類と群性魚である。
3)太平洋の北西部における餌場の生物群塊及びその分布は,一方では,
暖水域と親潮寒流との接合水域,他方では黒潮暖流の枝流と親潮寒流との合

水域において発生する大塊状の混合水に関係を有するのである。
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年    次 コイワツ鯨 シ  ャ チ

第 14表 小型鯨の捕獲状況 (千島船団)

計鯨チツ 合

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

１

６

３

７

３

８

９

３

４．

乾

弘

２。

艶

１８

一

・１

９

５

６

８

９

２

２４

２０

２２

・１

・８

０

計合
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葛

鯨の餌場は動物性プランクトンを基礎とし,そのプランクトンを捕食する

頭足類や群性魚から成立している。極東海域及び太平洋の北西部における動

物性プランクトンの生物群塊の消長の原因については,ま だ研究は十分でな

とヽ。

4)極東海域及び太平洋北西部において,鯨類の分布は,餌場の分布と,
密接な関係を有する。鯨類のうち,圧倒的に多数のものが,太平洋の北西部

の暖流と寒流の混合水域に分布している。

極東海域及び太平洋の北西部に分布する鯨は,二つの主なグループに区分

することが出来る。その第一は,わづかに例外はあるが,暖寒両域に分布す

る大型鯨であつて,第二は,主 としてアカボウクジラ科,イ ルカ科及びネズ

ミイルカ科あ各種類から成り,主に混合水の最も温暖な水域,暖海流水域に

分布し,唯稀に対島及び黒潮暖流の枝流に乗つて,千島列島オホツク海の南

東部又は日本海の北部に入り込む。 (ス ナメリ, スジイルカ, カマビレサカ

マタ,ゴ ンドウ,セ ミイルカ及びコマッコウ)。

5)産業的に利用されている鯨種の涸渉は 日本の北方千島沿いの水域,
オホック海,ベ ーリング海及びチュコットスコエ海におけるそれら鯨種の移

動の概略のみで,ま だ研究は充分でない。

チウコットカ地方とアラスカ地方の間,コ マンドルスキー群島とアリュー

シャン列島との間,日本と千島列島との間には,ひ tず鯨の定つた涸渉があり,

又千島列島と周囲の海域との間でも,常に移動が行われている事実が確めら

れた。

6)繁殖状況に関しては,産業的に重要な種類であるマッコウ鯨 ,ナ ガス

鯨及び幾分イワツ鯨の研究が優先的に進められている。マッコウ鯨の牝は 1

年半に 1回仔を産み,ナ ガス鯨の牝は,2～2.5年に一回仔を産むことが判

甥したが,こ れは他の大洋産のものと同様である。

産業的に重要な種類の鯨の年令は,脊椎骨の硬化,牝の卵巣の黄体数,体

長を以つて推定されるが,太平洋の北西部及び極東海域において,捕獲され

る鯨の大部分は,肉体的に完全には成熟していないことが証明された。

7)ソ 連捕鯨業が捕獲した鯨を分析した結果,南北両海域で鯨の年令的に

相違のあることが切瞭に示された。南部では主として,小形の鯨 (12.5m以

下のマッコウ鯨)が多く,北都では大形のマッコウ鯨 (12.5m以上)が集

まつている。年令的な相違は,ひ tず 鯨でも見られるが,戦後,ベーリング

海 ,チ ウコットスコエ海の南東部で,これらの種類の鯨の捕獲が休業状態に

―- 46 -

なつていたので研究は不十分である。

極東海域及び太平洋の北西部における,ソ連捕鯨船団の捕鯨の結果を総合

的に分析すれば,南北両漁場において,マ ッコウ鯨の分布は安定しているが ,

ひげ鯨の分布及びその数量は長だ不安定であることが示された。年又は季節

によつて,ひげ鯨数量に消長のあることは,動物性プランクトンの多少と関
連性を有する。

8)千島船団とアレウト号船団の捕獲した鯨の体長別グループの統計的分
析,海上における発見頭数及び捕獲顕数の比率及び産業上重要な種類の年令

の決定を基礎にして,次の諸点が指摘される。

(イ )産 業的に重要な種類―― マッコウ鯨 ,ナ ガス鯨及びイワシ鯨の資
源は現在満足すべき状態にあると認定すべきである。

(口 )シ ロナガス鯨及びザ トウ鯨の資源は多くない。したがつて,太平
洋の北半球及び極東海域において,当面の保護対策を講ずるために,これ

らの種類の鯨群の性状を解男する研究を初める必要がある。

(ハ)コ イワン鯨 ,シ ャチ,ツ チ鯨及びボ トルノーズの資源は,産業的
に開発の余裕がある。

(二 )ア ラスヵ及びチウコットカ地方の海岸におけるコク鯨の捕獲停止
(1946年以降)によつて,現在,コ ク鯨の数量は増加しており,最近 ,ベ
ーリング海の北西岸に沿つて,1946～ 47年当時と比較して, より夕́く発
見されている。

(ホ)セ ミ鯨は久しく捕獲停止しているにも拘らず ,非常に回復が緩慢
である。現在では,ホ ッキョク鯨は ,ベーリング海の北都及びチウコット

スコエ海において,極 く稀にしか見られない。
セミ鯨の数は ,オ ホック海及び太平洋の北西部において,明 らかに増加を

不している。

最近の状況より判断して, セミ鯨の捕獲禁止を将来も続けるならば,5～
10年内には ,その群の増加を認め得るであろう。    一

―-47-
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